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唐津市雨水貯留浸透施設設置基準（案） 

 

背景 

 本市では、開発行為等による緑地・農地の減少に伴い、従来もっていた保水機能の低減が

懸念されています。一方、近年地球温暖化の影響とも言われている局地的・短時間に集中す

る亜熱帯型の降雨が増加している傾向にあります。また、地下水涵養機能の保全などの健全

な水循環の維持も重要視されています。 

「唐津市都市計画マスタープラン」においては、「農地の宅地化により、その周辺地域も

含め、広範囲に浸水被害のリスクが高まることから、土地の状況を踏まえ、保水能力の確保

を考慮した開発行為への対応・指導を適切に行う」としており、土地利用の健全化を目指し

ています。 

「唐津市立地適正化計画」においては、防災指針で、「防災・減災対策を講じながら、災

害に強いまちづくりと、都市のコンパクト化」を掲げ、河川・下水道の改修をはじめ流域治

水などの総合的な雨水対策に取り組み、「誰もが安全に・安心して暮らせるまちづくり」を

目指しています。 

最近では、平成 30年 7月豪雨による浸水を始め、毎年のように梅雨や台風による降雨で

浸水や土砂災害が発生し、市民生活に影響を与えることから、随時対応に取り組んでいる所

です。 

 しかしながら、浸水対策においては、従来のハード対策（河川改修やポンプ排水、雨水排

水路）のみでは限界があるのが現状であり、より安全な都市づくりを推進するためには従前

からの流下型施設に加え、雨水の貯留浸透による流出を抑制し、水害の発生しにくい都市づ

くりを長期的・継続的に取り組むことが必要です。 

 特に、開発行為などの緑地・農地の宅地化により雨水の貯留浸透する場所が減少し、豪雨

による雨水が一挙に水路に流れ込むことによる浸水リスクが高まっている箇所については、

造成するときの基準が必要です。 

以上を踏まえ、緑地・農地の宅地化などにおいては造成段階で取り組みを進めることが必

要であり、更に公共施設においても同様の取り組みを導入することにより、保水機能の健全

化による浸水リスクの低減を図るため、今回、唐津市雨水貯留浸透施設設置基準（案）～唐

津市緑の雨庭プロジェクト（案）～を作成したものです。 
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1 総則 

 この規定は、唐津市開発行為指導要綱（令和 4年 5月 24 日唐津市告示第 177 号）に定め

られた都市計画区域内及びその他の区域について、都市計画法（昭和 43 年法律第 100 号）

第 4条第 12 項に定める開発行為を行う場合等、必要となる雨水流出量の算定や雨水流出抑

制施設に関する基準を定め、施設設計の指導規定とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：公益社団法人 雨水貯留浸透技術協会 

 

図 1.1  都市化による流出変化のイメージ 

□開発が進む前 

雨水の大半は地中に浸透したり、

水田やため池に貯留され下流へ

の流出は抑えられます。 

□開発が進んだ後 

地表がコンクリートやアスファ

ルトで覆われたり、森林や水田・

ため池がなくなることにより、下

流への流出が増大し、低平地での

浸水被害が増加します。 
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出典：公益社団法人 雨水貯留浸透技術協会 

 

図 1.2  総合的な治水対策の考え方 

 

※唐津市では市街化調整区域は設定していない 

 

 

 

 

 

 

  

総
合
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な
治
水
対
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河川改修等 

流域対策等 

ソフト対策等 

・河道の整備（築堤・掘削等） 
・遊水地、放水路等整備 
・雨水排水路等整備 

保水地域等 

遊水地域等 

・市街化調整区域※の保持 
・自然地の保全 
・防災調整池等の設置 
・貯留施設の設置 
・浸透ます、透水性舗装等の設置 

・市街化調整区域※の保持 
・盛土の抑制 
・水田等の保全 

低地域等 
・内水排除施設の整備 
・貯留施設の設置 
・ピロティー式建築等の奨励 

・警報避難システムの確率 
・水防管理体制の強化 
・浸水実績・予想区域の公表 
・ピロティー式建築等の奨励 
・住民への PR 
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2 目標 

「唐津市都市計画マスタープラン」における自然的土地利用の方針は「農地や山林、海

岸・河川などの豊かな自然環境を維持・保全するとともに、多面的な機能を有する地域資

源として活用する土地利用を進める」としている。自然的土地利用は維持保全しながら、

開発行為や公共事業などにより地形地質を変更する場合は、３つに分類した行為と段階的

に設定した対応についてレベル区分を以下に示しており、適切な対応、指導を実施する。 

 

（1）地質の変化に対する対応 

 国土交通省が公表している基準を準用し、地表面を固めること（農地等から宅地への

表面流出係数の変化）に対応した貯留浸透機能を確保する。 

（2）緑地などの減少に対する対応 

 唐津市緑花推進条例における１０％の緑地の確保を基準として、さらにグリーンイン

フラの活用による良好な環境（ネイチャーポジティブ）を確保する。 

（3）地形の変化に対する対応 

 水田などを造成することにより、遊水機能が減少し周辺への浸水リスクが高まるた

め、減少した遊水機能を可能な限り確保する。    

 

 

 

表 2.1 開発行為に対する雨水流出抑制基準(案)が目指す各施設対策目標 

行為 １ 地質の変化 ２ 緑地などの減少 ３ 地形の変化 

対応 貯留浸透 ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ 
ﾈｲﾁｬｰﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ 

貯留（遊水機能確保） 

レベル１ 

(基本条件) 
貯留浸透施設による表面流出量

のピークカット 
緑地 10％確保(条例) 畦畔高（30cm)分の容量

確保 

レベル２ 

(努力条件) 
浸透施設によるベースカット

5mm/hr以上 
地域植生を活用した公

園整備、雨庭等 
上記に加えて畦畔高から

道路高までの容量確保 

レベル３ 

(理想条件) 
浸透施設によるベースカット

10mm/hr以上 
ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟなどを活用した

生態系の創出・再生 
上記に加えて道路高から

更に造成する分の容量確

保 

※浸透施設については原則、現地試験による飽和透水係数による浸透能力を把握すること

を前提条件とする。 

※浸透強度については「雨水浸透施設の整備促進に関する手引き（案）国土交通省」におけ

る流域平均浸透強度の目安（5mm/hr）を参考にしている。 
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3 雨水流出抑制施設の協議・検討フロー 

 開発行為(1,000m2以上)を行う者は以下に示すフローに従い、唐津市各部局及び佐賀県と

の協議を実施すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1 雨水流出抑制施設の協議・検討フロー図 
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4 雨水貯留浸透施設の種類 

 雨水貯留浸透施設については、開発地内における設置を基本とする。なお、その種類に

ついては、以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1  貯留浸透施設のイメージ  
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5 貯留浸透施設および河川改修の例 

 以下に貯留浸透施設の事例及び河川等改修の事例を示す。 

(1)貯留浸透施設の事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平時の水田及び水路等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豪雨時の水田及び水路等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

透水性舗装前                  舗装後  
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公園内の貯水池                 大規模調整池 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路面の雨水を透水性の州浜に導水し一時貯留浸透させる 

 

雨庭は、日本の庭や中庭でも使われてきた手法で、神社仏閣や日本庭園などでも、自然と

共生してきた日本の文化の一つとしてみることができます。 

   

旧高取邸（中庭や庭の池に一旦雨水を集めて、排水する仕組みとなっていた）  
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松浦河畔公園 

公園内に素掘り水路を設置し湿性植物や            出典：国土交通省 HP 

生態系を創出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               出典：国土交通省 HP 
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九州産業大学の敷地内にある雨庭の事例 

  

  

・校舎の屋根の一部に降った雨を導く、13m3の雨水を貯留する。 

・貯留された雨水は、浸透によって下水道の負担を減らし、洪水のリスクを分散する。 

・既存の土壌を掘り、上から 10mm 径砕石（5cm 厚）、20mm 径砕石（15cm 厚）としている。 

・植栽計画は、実績を踏まえ、雨水の浸透を助け、生物を呼び寄せて生育環境を作り出す

計画となっている。（キキョウ、カワラナデシコ、アヤメ、トウテイラン） 
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 (2)河川改修等の事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川改修(分水路)                河川水位の把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排水ポンプの運転         排水路のフラップゲート（逆流防止）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               河川に自生するハマボウ  
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6 雨水貯留浸透施設 

 貯留浸透施設は、土地の開発行為により増加する雨水流出量を開発行為前の雨水流出量

まで低減する施設規模を基準とする。 

 算定手法は佐賀県が公表している「雨水流出抑制設計技術基準 令和 5 年 4 月」に準じ

合理式による算定を基本とし、国土交通省が公表している「調整池容量計算システム」によ

り算定することとする。（下記 URL 参照） 

https://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/kasen/chouseichi/index.html 

 

国土交通省 水管理・国土保全局 

調整池容量計算システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

http://localhost/
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6.1 雨水流出量の算定 

(1) 計画規模 

 特定都市河川浸水被害対策法第 32 条に基づき令第 9条で定める対策工事の計画につい

ての技術的基準では、対策工事の基準降雨の規模を以下の観点から年超過確率 1/10 年と

している。唐津市においても、同様に年超過確率 1/10 年を降雨規模とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：解説・特定都市河川浸水被害対策法施行に関するガイドライン P6-36 

 

(2) 基準降雨 

 流出雨水量の最大値を算定する際に用いる基準降雨は、降雨波形を中央集中型、洪水到

達時間を 10 分、降雨継続時間を 24時間とし、佐賀県が公表している「佐賀地方における

短時間確率降雨強度式 H24.3 改訂版」から唐津市が対象地区となっている相知を使用す

る。なお、降雨強度式については最新版を確認して使用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.1  佐賀県における降雨強度式の区分 

出典：佐賀地方における短時間確率降雨強度式（佐賀県） 
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図 6.1.2  短時間降雨強度式 相知地区 

出典：佐賀地方における短時間確率降雨強度式（佐賀県） 
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表 6.1.1  10 分毎の降雨強度一覧（中央集中型）1/10 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：調整池容量計算システム算定値 

 

降雨強度式（相知）：ｒ10＝718.009/(t0.495+1.664) 

 

 

 

 

 

  

時 分
降雨量
（mm/h）

時 分
降雨量
（mm/h）

時 分
降雨量
（mm/h）

時 分
降雨量
（mm/h）

0 0－10 9.9333 6 0－10 14.0432 12 0－10 86.6950 18 0－10 13.7587

10－20 10.0027 10－20 14.2431 10－20 59.2121 10－20 13.5785

20－30 10.0736 20－30 14.4518 20－30 48.0450 20－30 13.4052

30－40 10.1461 30－40 14.6700 30－40 41.5348 30－40 13.2384

40－50 10.2201 40－50 14.8985 40－50 37.1332 40－50 13.0777

50－60 10.2959 50－60 15.1382 50－60 33.8993 50－60 12.9228

1 0－10 10.3733 7 0－10 15.3898 13 0－10 31.3925 19 0－10 12.7733

10－20 10.4525 10－20 15.6546 10－20 29.3749 10－20 12.6289

20－30 10.5336 20－30 15.9336 20－30 27.7053 20－30 12.4893

30－40 10.6166 30－40 16.2282 30－40 26.2936 30－40 12.3543

40－50 10.7016 40－50 16.5399 40－50 25.0795 40－50 12.2236

50－60 10.7888 50－60 16.8705 50－60 24.0207 50－60 12.0970

2 0－10 10.8781 8 0－10 17.2219 14 0－10 23.0865 20 0－10 11.9743

10－20 10.9696 10－20 17.5964 10－20 22.2544 10－20 11.8553

20－30 11.0635 20－30 17.9967 20－30 21.5068 20－30 11.7397

30－40 11.1600 30－40 18.4258 30－40 20.8304 30－40 11.6275

40－50 11.2589 40－50 18.8875 40－50 20.2146 40－50 11.5185

50－60 11.3606 50－60 19.3860 50－60 19.6507 50－60 11.4125

3 0－10 11.4652 9 0－10 19.9266 15 0－10 19.1318 21 0－10 11.3094

10－20 11.5726 10－20 20.5155 10－20 18.6523 10－20 11.2091

20－30 11.6832 20－30 21.1604 20－30 18.2074 20－30 11.1114

30－40 11.7971 30－40 21.8709 30－40 17.7932 30－40 11.0163

40－50 11.9143 40－50 22.6589 40－50 17.4061 40－50 10.9235

50－60 12.0352 50－60 23.5396 50－60 17.0435 50－60 10.8331

4 0－10 12.1598 10 0－10 24.5328 16 0－10 16.7028 22 0－10 10.7449

10－20 12.2884 10－20 25.6648 10－20 16.3818 10－20 10.6589

20－30 12.4213 20－30 26.9715 20－30 16.0789 20－30 10.5749

30－40 12.5585 30－40 28.5031 30－40 15.7922 30－40 10.4928

40－50 12.7005 40－50 30.3329 40－50 15.5205 40－50 10.4127

50－60 12.8474 50－60 32.5729 50－60 15.2624 50－60 10.3344

5 0－10 12.9996 11 0－10 35.4045 17 0－10 15.0169 23 0－10 10.2578

10－20 13.1573 10－20 39.1470 10－20 14.7830 10－20 10.1829

20－30 13.3210 20－30 44.4301 20－30 14.5597 20－30 10.1097

30－40 13.4910 30－40 52.7424 30－40 14.3463 30－40 10.0380

40－50 13.6677 40－50 68.9949 40－50 14.1421 40－50 9.9678

50－60 13.8516 50－60 149.8950 50－60 13.9464 50－60 9.8991
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(3) 雨水浸透阻害行為の面積の算定 

雨水浸透阻害行為の面積の算定は、開発行為等の区域のうち、宅地等以外の土地の全体

面積によるものとし、特定都市河川浸水被害対策法施行規則第１６条第４項に規定する現

況地形図及び土地利用計画図により算定することを標準とする。 

 なお、面積は鉛直投影面積とする。 

 

【解説】 

雨水浸透阻害行為は、宅地等（宅地、池沼、水路及びため池、道路等）については既に雨

水の流出率が高くなっている土地として、当該土地における行為は対象とならないため、ケ

ースによっては一つの開発行為における雨水浸透阻害行為の区域は必ずしも連続せず点在

することも想定される。 

この場合の雨水浸透阻害行為の許可が必要となる規模要件は、一つの開発行為として見

なすことができる開発区域の範囲において、複数の分散した雨水浸透阻害行為の区域の合

計面積とし、図 6.1.3 のとおり算定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.3 雨水浸透阻害行為の面積 

出典：解説・特定都市河川浸水被害対策法施行に関するガイドライン 

出典：雨水流出抑制施設設計技術基準（佐賀県） 
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(4) 流出係数 

 開発行為による流出雨水量の最大値を算定する際に用いる土地利用形態ごとの流出係数

は、平成 16 年度国土交通省告示第 521 号別表 1 から別表 4によるものとする。 

 

【解説】 

 土地利用形態ごとの流出係数 

流出雨水量の最大値を算定する際に用いる土地利用形態ごとの流出係数の算定方法

は、図 6.1.4 のとおり行為区域の流出係数を各行為区域の面積で加重平均して算出す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.4 土地利用形態ごとの流出係数 

出典：解説・特定都市河川浸水被害対策法施行に関するガイドライン 

 

土地利用形態ごとの流出係数は次頁に示す国土交通省告示第 521 号別表 1 から別表

4を基とする。 

出典：雨水流出抑制施設設計技術基準（佐賀県） 
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出典：雨水流出抑制施設設計技術基準（佐賀県） 

※唐津市では「唐津市緑花推進条例施行規則第 2条」において、事業所工場、住宅団地等

の事業者又は管理者は、その敷地面積の 10％以上の緑地を確保し、緑化に努めることとな

っている。例えば、3,000m2の農地を開発し宅地化した場合 300m2以上は緑地となると想定

されるため、流出係数においては 300m2を緑地として反映する。 

 ただし、分譲地内の宅地に緑地を配分している場合は、緑地としては扱わない(あくま

でも宅地)。分譲地以外で確保している緑地は緑地として換算する。 

唐津市では緑地の流出係数は、「0.4(人工的に造成され植生に覆われた法面(土地))」とす

る。 
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(5) 開発区域からの雨水流出量の算定 

 雨水流出量の算定は次に掲げる式(合理式)により 10分毎に算定する。 

 

 Q＝1/360×f×r×A 

 Q：行為区域からの流出量(m3/s) 

 f：行為区域の平均流出係数 

 r：基準降雨における洪水到達時間内平均降雨強度値(mm/hr) 

 A:行為区域の面積(ha) 

 

【解説】 

貯留計算を行う場合の調整池の流入量（＝行為区域からの雨水の流出量）は、時刻ごと

の流出雨水量が必要となる。この流出雨水量の計算は合理式により時刻ごとの降雨を連

続して流出量に換算して行う。（図 参照） 

 

 

図 6.1.5  時刻ごとの流出量の算定方法 

出典：解説・特定都市河川浸水被害対策法施行に関するガイドライン 

出典：雨水流出抑制施設設計技術基準（佐賀県） 
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参考例 開発面積を 0.3ha と仮定した場合の流出量比較算定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1.6 調整池容量計算システム算定値 

 

 

 

 

 

 

 

降雨条件 流出条件

・佐賀地方における短時間確率降雨強度式(H24.3月改訂版)から、西部地区相知観測所の式を使用　 ・3000㎡(0.3ha)の水田がすべて宅地になると仮定

・確率規模 1/10における10分降雨強度を算出 ・合成合理式を使用 Q=1/360 * f * r * A

f：流出係数

r：降雨強度(mm/hr)

A：流域面積(ha)
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表 6.1.2 調整池容量計算システム算定値 

(行為前：0.2 行為後：0.9 A=0.3ha) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

時刻
行為前流入量

(m3/s)

行為後流入量

(m3/s)

変化量

(m3/s)

降雨強度
(mm/hr)

10分降雨量
(mm)

累加雨量
(mm)

0:00 0.000000 0.000000 0.000000

0:10 0.001660 0.007450 0.005790 9.9333 1.6555 1.6555

0:20 0.001670 0.007500 0.005830 10.0027 1.6671 3.3227

0:30 0.001680 0.007560 0.005880 10.0736 1.6789 5.0016

0:40 0.001690 0.007610 0.005920 10.1461 1.6910 6.6926

0:50 0.001700 0.007670 0.005970 10.2201 1.7034 8.3960

1:00 0.001720 0.007720 0.006000 10.2959 1.7160 10.1120

1:10 0.001730 0.007780 0.006050 10.3733 1.7289 11.8408

1:20 0.001740 0.007840 0.006100 10.4525 1.7421 13.5829

1:30 0.001760 0.007900 0.006140 10.5336 1.7556 15.3385

1:40 0.001770 0.007960 0.006190 10.6166 1.7694 17.1080

1:50 0.001780 0.008030 0.006250 10.7016 1.7836 18.8916

2:00 0.001800 0.008090 0.006290 10.7888 1.7981 20.6897

2:10 0.001810 0.008160 0.006350 10.8781 1.8130 22.5027

2:20 0.001830 0.008230 0.006400 10.9696 1.8283 24.3310

2:30 0.001840 0.008300 0.006460 11.0635 1.8439 26.1749

2:40 0.001860 0.008370 0.006510 11.1600 1.8600 28.0349

2:50 0.001880 0.008440 0.006560 11.2589 1.8765 29.9114

3:00 0.001890 0.008520 0.006630 11.3606 1.8934 31.8048

3:10 0.001910 0.008600 0.006690 11.4652 1.9109 33.7157

3:20 0.001930 0.008680 0.006750 11.5726 1.9288 35.6445

3:30 0.001950 0.008760 0.006810 11.6832 1.9472 37.5917

3:40 0.001970 0.008850 0.006880 11.7971 1.9662 39.5578

3:50 0.001990 0.008940 0.006950 11.9143 1.9857 41.5436

4:00 0.002010 0.009030 0.007020 12.0352 2.0059 43.5494

4:10 0.002030 0.009120 0.007090 12.1598 2.0266 45.5761

4:20 0.002050 0.009220 0.007170 12.2884 2.0481 47.6241

4:30 0.002070 0.009320 0.007250 12.4213 2.0702 49.6943

4:40 0.002090 0.009420 0.007330 12.5585 2.0931 51.7874

4:50 0.002120 0.009530 0.007410 12.7005 2.1167 53.9042

5:00 0.002140 0.009640 0.007500 12.8474 2.1412 56.0454

5:10 0.002170 0.009750 0.007580 12.9996 2.1666 58.2120

5:20 0.002190 0.009870 0.007680 13.1573 2.1929 60.4049

5:30 0.002220 0.009990 0.007770 13.3210 2.2202 62.6250

5:40 0.002250 0.010120 0.007870 13.4910 2.2485 64.8735

5:50 0.002280 0.010250 0.007970 13.6677 2.2780 67.1515

6:00 0.002310 0.010390 0.008080 13.8516 2.3086 69.4601

6:10 0.002340 0.010530 0.008190 14.0432 2.3405 71.8006

6:20 0.002370 0.010680 0.008310 14.2431 2.3738 74.1745

6:30 0.002410 0.010840 0.008430 14.4518 2.4086 76.5831

6:40 0.002450 0.011000 0.008550 14.6700 2.4450 79.0281

6:50 0.002480 0.011170 0.008690 14.8985 2.4831 81.5112

7:00 0.002520 0.011350 0.008830 15.1382 2.5230 84.0342

7:10 0.002560 0.011540 0.008980 15.3898 2.5650 86.5992

7:20 0.002610 0.011740 0.009130 15.6546 2.6091 89.2083

7:30 0.002660 0.011950 0.009290 15.9336 2.6556 91.8639

7:40 0.002700 0.012170 0.009470 16.2282 2.7047 94.5686

7:50 0.002760 0.012400 0.009640 16.5399 2.7567 97.3253

8:00 0.002810 0.012650 0.009840 16.8705 2.8118 100.1370

8:10 0.002870 0.012920 0.010050 17.2219 2.8703 103.0073

8:20 0.002930 0.013200 0.010270 17.5964 2.9327 105.9401

8:30 0.003000 0.013500 0.010500 17.9967 2.9994 108.9395

8:40 0.003070 0.013820 0.010750 18.4258 3.0710 112.0105

8:50 0.003150 0.014170 0.011020 18.8875 3.1479 115.1584

9:00 0.003230 0.014540 0.011310 19.3860 3.2310 118.3894

9:10 0.003320 0.014940 0.011620 19.9266 3.3211 121.7105

9:20 0.003420 0.015390 0.011970 20.5155 3.4193 125.1298

9:30 0.003530 0.015870 0.012340 21.1604 3.5267 128.6565

9:40 0.003650 0.016400 0.012750 21.8709 3.6452 132.3017

9:50 0.003780 0.016990 0.013210 22.6589 3.7765 136.0781

10:00 0.003920 0.017650 0.013730 23.5396 3.9233 140.0014

10:10 0.004090 0.018400 0.014310 24.5328 4.0888 144.0902

10:20 0.004280 0.019250 0.014970 25.6648 4.2775 148.3677

10:30 0.004500 0.020230 0.015730 26.9715 4.4953 152.8629

10:40 0.004750 0.021380 0.016630 28.5031 4.7505 157.6134

10:50 0.005060 0.022750 0.017690 30.3329 5.0555 162.6689

11:00 0.005430 0.024430 0.019000 32.5729 5.4288 168.0978

11:10 0.005900 0.026550 0.020650 35.4045 5.9008 173.9985

11:20 0.006520 0.029360 0.022840 39.1470 6.5245 180.5230

11:30 0.007410 0.033320 0.025910 44.4301 7.4050 187.9280

11:40 0.008790 0.039560 0.030770 52.7424 8.7904 196.7184

11:50 0.011500 0.051750 0.040250 68.9949 11.4991 208.2176

12:00 0.024980 0.112420 0.087440 149.8950 24.9825 233.2001

12:10 0.014450 0.065020 0.050570 86.6950 14.4492 247.6492

12:20 0.009870 0.044410 0.034540 59.2121 9.8687 257.5179

12:30 0.008010 0.036030 0.028020 48.0450 8.0075 265.5254

12:40 0.006920 0.031150 0.024230 41.5348 6.9225 272.4479

12:50 0.006190 0.027850 0.021660 37.1332 6.1889 278.6367

13:00 0.005650 0.025420 0.019770 33.8993 5.6499 284.2866

13:10 0.005230 0.023540 0.018310 31.3925 5.2321 289.5187

13:20 0.004900 0.022030 0.017130 29.3749 4.8958 294.4145

13:30 0.004620 0.020780 0.016160 27.7053 4.6175 299.0321

13:40 0.004380 0.019720 0.015340 26.2936 4.3823 303.4143

13:50 0.004180 0.018810 0.014630 25.0795 4.1799 307.5942

14:00 0.004000 0.018020 0.014020 24.0207 4.0034 311.5977

14:10 0.003850 0.017310 0.013460 23.0865 3.8478 315.4454

14:20 0.003710 0.016690 0.012980 22.2544 3.7091 319.1545

14:30 0.003580 0.016130 0.012550 21.5068 3.5845 322.7390

14:40 0.003470 0.015620 0.012150 20.8304 3.4717 326.2107

14:50 0.003370 0.015160 0.011790 20.2146 3.3691 329.5798

15:00 0.003280 0.014740 0.011460 19.6507 3.2751 332.8549

15:10 0.003190 0.014350 0.011160 19.1318 3.1886 336.0436

15:20 0.003110 0.013990 0.010880 18.6523 3.1087 339.1523

15:30 0.003030 0.013660 0.010630 18.2074 3.0346 342.1869

15:40 0.002970 0.013340 0.010370 17.7932 2.9655 345.1524

15:50 0.002900 0.013050 0.010150 17.4061 2.9010 348.0534

16:00 0.002840 0.012780 0.009940 17.0435 2.8406 350.8940

16:10 0.002780 0.012530 0.009750 16.7028 2.7838 353.6778

16:20 0.002730 0.012290 0.009560 16.3818 2.7303 356.4081

16:30 0.002680 0.012060 0.009380 16.0789 2.6798 359.0879

16:40 0.002630 0.011840 0.009210 15.7922 2.6320 361.7199

16:50 0.002590 0.011640 0.009050 15.5205 2.5867 364.3067

17:00 0.002540 0.011450 0.008910 15.2624 2.5437 366.8504

17:10 0.002500 0.011260 0.008760 15.0169 2.5028 369.3532

17:20 0.002460 0.011090 0.008630 14.7830 2.4638 371.8171

17:30 0.002430 0.010920 0.008490 14.5597 2.4266 374.2437

17:40 0.002390 0.010760 0.008370 14.3463 2.3911 376.6347

17:50 0.002360 0.010610 0.008250 14.1421 2.3570 378.9917

18:00 0.002320 0.010460 0.008140 13.9464 2.3244 381.3161

18:10 0.002290 0.010320 0.008030 13.7587 2.2931 383.6093

18:20 0.002260 0.010180 0.007920 13.5785 2.2631 385.8724

18:30 0.002230 0.010050 0.007820 13.4052 2.2342 388.1065

18:40 0.002210 0.009930 0.007720 13.2384 2.2064 390.3129

18:50 0.002180 0.009810 0.007630 13.0777 2.1796 392.4926

19:00 0.002150 0.009690 0.007540 12.9228 2.1538 394.6464

19:10 0.002130 0.009580 0.007450 12.7733 2.1289 396.7752

19:20 0.002100 0.009470 0.007370 12.6289 2.1048 398.8801

19:30 0.002080 0.009370 0.007290 12.4893 2.0816 400.9616

19:40 0.002060 0.009270 0.007210 12.3543 2.0591 403.0207

19:50 0.002040 0.009170 0.007130 12.2236 2.0373 405.0579

20:00 0.002020 0.009070 0.007050 12.0970 2.0162 407.0741

20:10 0.002000 0.008980 0.006980 11.9743 1.9957 409.0698

20:20 0.001980 0.008890 0.006910 11.8553 1.9759 411.0457

20:30 0.001960 0.008800 0.006840 11.7397 1.9566 413.0023

20:40 0.001940 0.008720 0.006780 11.6275 1.9379 414.9402

20:50 0.001920 0.008640 0.006720 11.5185 1.9198 416.8600

21:00 0.001900 0.008560 0.006660 11.4125 1.9021 418.7621

21:10 0.001880 0.008480 0.006600 11.3094 1.8849 420.6470

21:20 0.001870 0.008410 0.006540 11.2091 1.8682 422.5152

21:30 0.001850 0.008330 0.006480 11.1114 1.8519 424.3671

21:40 0.001840 0.008260 0.006420 11.0163 1.8360 426.2031

21:50 0.001820 0.008190 0.006370 10.9235 1.8206 428.0237

22:00 0.001810 0.008120 0.006310 10.8331 1.8055 429.8292

22:10 0.001790 0.008060 0.006270 10.7449 1.7908 431.6200

22:20 0.001780 0.007990 0.006210 10.6589 1.7765 433.3965

22:30 0.001760 0.007930 0.006170 10.5749 1.7625 435.1590

22:40 0.001750 0.007870 0.006120 10.4928 1.7488 436.9078

22:50 0.001740 0.007810 0.006070 10.4127 1.7354 438.6433

23:00 0.001720 0.007750 0.006030 10.3344 1.7224 440.3657

23:10 0.001710 0.007690 0.005980 10.2578 1.7096 442.0753

23:20 0.001700 0.007640 0.005940 10.1829 1.6972 443.7724

23:30 0.001680 0.007580 0.005900 10.1097 1.6849 445.4574

23:40 0.001670 0.007530 0.005860 10.0380 1.6730 447.1304

23:50 0.001660 0.007480 0.005820 9.9678 1.6613 448.7917

24:00 0.001650 0.007420 0.005770 9.8991 1.6499 450.4415

時刻
行為前流入量

(m3/s)

行為後流入量

(m3/s)

変化量

(m3/s)

降雨強度
(mm/hr)

10分降雨量
(mm)

累加雨量
(mm)

0:00 0.000000 0.000000 0.000000

0:10 0.001660 0.007450 0.005790 9.9333 1.6555 1.6555

0:20 0.001670 0.007500 0.005830 10.0027 1.6671 3.3227

0:30 0.001680 0.007560 0.005880 10.0736 1.6789 5.0016

0:40 0.001690 0.007610 0.005920 10.1461 1.6910 6.6926

0:50 0.001700 0.007670 0.005970 10.2201 1.7034 8.3960

1:00 0.001720 0.007720 0.006000 10.2959 1.7160 10.1120

1:10 0.001730 0.007780 0.006050 10.3733 1.7289 11.8408

1:20 0.001740 0.007840 0.006100 10.4525 1.7421 13.5829

1:30 0.001760 0.007900 0.006140 10.5336 1.7556 15.3385

1:40 0.001770 0.007960 0.006190 10.6166 1.7694 17.1080

1:50 0.001780 0.008030 0.006250 10.7016 1.7836 18.8916

2:00 0.001800 0.008090 0.006290 10.7888 1.7981 20.6897

2:10 0.001810 0.008160 0.006350 10.8781 1.8130 22.5027

2:20 0.001830 0.008230 0.006400 10.9696 1.8283 24.3310

2:30 0.001840 0.008300 0.006460 11.0635 1.8439 26.1749

2:40 0.001860 0.008370 0.006510 11.1600 1.8600 28.0349

2:50 0.001880 0.008440 0.006560 11.2589 1.8765 29.9114

3:00 0.001890 0.008520 0.006630 11.3606 1.8934 31.8048

3:10 0.001910 0.008600 0.006690 11.4652 1.9109 33.7157

3:20 0.001930 0.008680 0.006750 11.5726 1.9288 35.6445

3:30 0.001950 0.008760 0.006810 11.6832 1.9472 37.5917

3:40 0.001970 0.008850 0.006880 11.7971 1.9662 39.5578

3:50 0.001990 0.008940 0.006950 11.9143 1.9857 41.5436

4:00 0.002010 0.009030 0.007020 12.0352 2.0059 43.5494

4:10 0.002030 0.009120 0.007090 12.1598 2.0266 45.5761

4:20 0.002050 0.009220 0.007170 12.2884 2.0481 47.6241

4:30 0.002070 0.009320 0.007250 12.4213 2.0702 49.6943

4:40 0.002090 0.009420 0.007330 12.5585 2.0931 51.7874

4:50 0.002120 0.009530 0.007410 12.7005 2.1167 53.9042

5:00 0.002140 0.009640 0.007500 12.8474 2.1412 56.0454

5:10 0.002170 0.009750 0.007580 12.9996 2.1666 58.2120

5:20 0.002190 0.009870 0.007680 13.1573 2.1929 60.4049

5:30 0.002220 0.009990 0.007770 13.3210 2.2202 62.6250

5:40 0.002250 0.010120 0.007870 13.4910 2.2485 64.8735

5:50 0.002280 0.010250 0.007970 13.6677 2.2780 67.1515

6:00 0.002310 0.010390 0.008080 13.8516 2.3086 69.4601

6:10 0.002340 0.010530 0.008190 14.0432 2.3405 71.8006

6:20 0.002370 0.010680 0.008310 14.2431 2.3738 74.1745

6:30 0.002410 0.010840 0.008430 14.4518 2.4086 76.5831

6:40 0.002450 0.011000 0.008550 14.6700 2.4450 79.0281

6:50 0.002480 0.011170 0.008690 14.8985 2.4831 81.5112

7:00 0.002520 0.011350 0.008830 15.1382 2.5230 84.0342

7:10 0.002560 0.011540 0.008980 15.3898 2.5650 86.5992

7:20 0.002610 0.011740 0.009130 15.6546 2.6091 89.2083

7:30 0.002660 0.011950 0.009290 15.9336 2.6556 91.8639

7:40 0.002700 0.012170 0.009470 16.2282 2.7047 94.5686

7:50 0.002760 0.012400 0.009640 16.5399 2.7567 97.3253

8:00 0.002810 0.012650 0.009840 16.8705 2.8118 100.1370

8:10 0.002870 0.012920 0.010050 17.2219 2.8703 103.0073

8:20 0.002930 0.013200 0.010270 17.5964 2.9327 105.9401

8:30 0.003000 0.013500 0.010500 17.9967 2.9994 108.9395

8:40 0.003070 0.013820 0.010750 18.4258 3.0710 112.0105

8:50 0.003150 0.014170 0.011020 18.8875 3.1479 115.1584

9:00 0.003230 0.014540 0.011310 19.3860 3.2310 118.3894

9:10 0.003320 0.014940 0.011620 19.9266 3.3211 121.7105

9:20 0.003420 0.015390 0.011970 20.5155 3.4193 125.1298

9:30 0.003530 0.015870 0.012340 21.1604 3.5267 128.6565

9:40 0.003650 0.016400 0.012750 21.8709 3.6452 132.3017

9:50 0.003780 0.016990 0.013210 22.6589 3.7765 136.0781

10:00 0.003920 0.017650 0.013730 23.5396 3.9233 140.0014

10:10 0.004090 0.018400 0.014310 24.5328 4.0888 144.0902

10:20 0.004280 0.019250 0.014970 25.6648 4.2775 148.3677

10:30 0.004500 0.020230 0.015730 26.9715 4.4953 152.8629

10:40 0.004750 0.021380 0.016630 28.5031 4.7505 157.6134

10:50 0.005060 0.022750 0.017690 30.3329 5.0555 162.6689

11:00 0.005430 0.024430 0.019000 32.5729 5.4288 168.0978

11:10 0.005900 0.026550 0.020650 35.4045 5.9008 173.9985

11:20 0.006520 0.029360 0.022840 39.1470 6.5245 180.5230

11:30 0.007410 0.033320 0.025910 44.4301 7.4050 187.9280

11:40 0.008790 0.039560 0.030770 52.7424 8.7904 196.7184

11:50 0.011500 0.051750 0.040250 68.9949 11.4991 208.2176

12:00 0.024980 0.112420 0.087440 149.8950 24.9825 233.2001

12:10 0.014450 0.065020 0.050570 86.6950 14.4492 247.6492

12:20 0.009870 0.044410 0.034540 59.2121 9.8687 257.5179

12:30 0.008010 0.036030 0.028020 48.0450 8.0075 265.5254

12:40 0.006920 0.031150 0.024230 41.5348 6.9225 272.4479

12:50 0.006190 0.027850 0.021660 37.1332 6.1889 278.6367

13:00 0.005650 0.025420 0.019770 33.8993 5.6499 284.2866

13:10 0.005230 0.023540 0.018310 31.3925 5.2321 289.5187

13:20 0.004900 0.022030 0.017130 29.3749 4.8958 294.4145

13:30 0.004620 0.020780 0.016160 27.7053 4.6175 299.0321

13:40 0.004380 0.019720 0.015340 26.2936 4.3823 303.4143

13:50 0.004180 0.018810 0.014630 25.0795 4.1799 307.5942

14:00 0.004000 0.018020 0.014020 24.0207 4.0034 311.5977

14:10 0.003850 0.017310 0.013460 23.0865 3.8478 315.4454

14:20 0.003710 0.016690 0.012980 22.2544 3.7091 319.1545

14:30 0.003580 0.016130 0.012550 21.5068 3.5845 322.7390

14:40 0.003470 0.015620 0.012150 20.8304 3.4717 326.2107

14:50 0.003370 0.015160 0.011790 20.2146 3.3691 329.5798

15:00 0.003280 0.014740 0.011460 19.6507 3.2751 332.8549

15:10 0.003190 0.014350 0.011160 19.1318 3.1886 336.0436

15:20 0.003110 0.013990 0.010880 18.6523 3.1087 339.1523

15:30 0.003030 0.013660 0.010630 18.2074 3.0346 342.1869

15:40 0.002970 0.013340 0.010370 17.7932 2.9655 345.1524

15:50 0.002900 0.013050 0.010150 17.4061 2.9010 348.0534

16:00 0.002840 0.012780 0.009940 17.0435 2.8406 350.8940

16:10 0.002780 0.012530 0.009750 16.7028 2.7838 353.6778

16:20 0.002730 0.012290 0.009560 16.3818 2.7303 356.4081

16:30 0.002680 0.012060 0.009380 16.0789 2.6798 359.0879

16:40 0.002630 0.011840 0.009210 15.7922 2.6320 361.7199

16:50 0.002590 0.011640 0.009050 15.5205 2.5867 364.3067

17:00 0.002540 0.011450 0.008910 15.2624 2.5437 366.8504

17:10 0.002500 0.011260 0.008760 15.0169 2.5028 369.3532

17:20 0.002460 0.011090 0.008630 14.7830 2.4638 371.8171

17:30 0.002430 0.010920 0.008490 14.5597 2.4266 374.2437

17:40 0.002390 0.010760 0.008370 14.3463 2.3911 376.6347

17:50 0.002360 0.010610 0.008250 14.1421 2.3570 378.9917

18:00 0.002320 0.010460 0.008140 13.9464 2.3244 381.3161

18:10 0.002290 0.010320 0.008030 13.7587 2.2931 383.6093

18:20 0.002260 0.010180 0.007920 13.5785 2.2631 385.8724

18:30 0.002230 0.010050 0.007820 13.4052 2.2342 388.1065

18:40 0.002210 0.009930 0.007720 13.2384 2.2064 390.3129

18:50 0.002180 0.009810 0.007630 13.0777 2.1796 392.4926

19:00 0.002150 0.009690 0.007540 12.9228 2.1538 394.6464

19:10 0.002130 0.009580 0.007450 12.7733 2.1289 396.7752

19:20 0.002100 0.009470 0.007370 12.6289 2.1048 398.8801

19:30 0.002080 0.009370 0.007290 12.4893 2.0816 400.9616

19:40 0.002060 0.009270 0.007210 12.3543 2.0591 403.0207

19:50 0.002040 0.009170 0.007130 12.2236 2.0373 405.0579

20:00 0.002020 0.009070 0.007050 12.0970 2.0162 407.0741

20:10 0.002000 0.008980 0.006980 11.9743 1.9957 409.0698

20:20 0.001980 0.008890 0.006910 11.8553 1.9759 411.0457

20:30 0.001960 0.008800 0.006840 11.7397 1.9566 413.0023

20:40 0.001940 0.008720 0.006780 11.6275 1.9379 414.9402

20:50 0.001920 0.008640 0.006720 11.5185 1.9198 416.8600

21:00 0.001900 0.008560 0.006660 11.4125 1.9021 418.7621

21:10 0.001880 0.008480 0.006600 11.3094 1.8849 420.6470

21:20 0.001870 0.008410 0.006540 11.2091 1.8682 422.5152

21:30 0.001850 0.008330 0.006480 11.1114 1.8519 424.3671

21:40 0.001840 0.008260 0.006420 11.0163 1.8360 426.2031

21:50 0.001820 0.008190 0.006370 10.9235 1.8206 428.0237

22:00 0.001810 0.008120 0.006310 10.8331 1.8055 429.8292

22:10 0.001790 0.008060 0.006270 10.7449 1.7908 431.6200

22:20 0.001780 0.007990 0.006210 10.6589 1.7765 433.3965

22:30 0.001760 0.007930 0.006170 10.5749 1.7625 435.1590

22:40 0.001750 0.007870 0.006120 10.4928 1.7488 436.9078

22:50 0.001740 0.007810 0.006070 10.4127 1.7354 438.6433

23:00 0.001720 0.007750 0.006030 10.3344 1.7224 440.3657

23:10 0.001710 0.007690 0.005980 10.2578 1.7096 442.0753

23:20 0.001700 0.007640 0.005940 10.1829 1.6972 443.7724

23:30 0.001680 0.007580 0.005900 10.1097 1.6849 445.4574

23:40 0.001670 0.007530 0.005860 10.0380 1.6730 447.1304

23:50 0.001660 0.007480 0.005820 9.9678 1.6613 448.7917

24:00 0.001650 0.007420 0.005770 9.8991 1.6499 450.4415
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6.2 調整池容量計算システムを利用した設計法 

(1)調整池容量計算システムの特徴 

「調整池容量計算システム（以下、本システムと表記する）」は、特定都市河川浸水被害

対策法（平成 15 年法律第 77 号）の第 32 条に規定する技術的水準をふまえ、同法で指定

する雨水浸透阻害行為の許可に関する対策工事としての雨水貯留浸透施設が技術的基準を

満足するか否かの確認、またはどのような形状、性能の対策工事であれば技術的基準を満た

すのかについての調整池容量計算を行うことが可能なシステムである。 

本システムは、雨水貯留浸透施設としての調整池の規模容量、浸透施設の規模の算定に関

して、降雨、行為区域、土地利用等の諸要素を自在かつ容易に取り扱うことができ、パソコ

ンで運用可能なものとなっている。（唐津市の基準では本システムを準用する。） 

 

調整池容量計算システムの概要 

調整池容量計算システム（Microsoft Excel 版）、許可申請図書様式集及びマニュアルは

下記ホームページから入手可能である。なお、システムは不定期に更新されることがあるの

で、最新のものを利用することに留意が必要である。 

国土交通省水管理・国土保全局 指針・マニュアル・ガイドライン等 調整池容量計算シス

テム 

詳細な運用については、「調整池容量計算システム（Microsoft Excel 版）ユーザーズマ

ニュアル」を参照するものとする。以下にシステムの概略フローとマニュアルにおける参照

頁を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①流出係数の算出【P13】 

・行為前後の土地利用面積から(合成)流出係数を算出する

ことができる。 

②流出計算【P14～P18】 

・合理式合成法により、行為前後のピーク流出量及び流入

量－時間関係データを算出することができる。 

③浸透能力の算出【P19～P28】 

・浸透能力は浸透トレンチ、浸透ます、透水性舗装を対象とし、概略諸元及び単位能力入力することに

より、浸透による流出抑制効果量を算出することができる。 

・空隙貯留を考慮し、堆積、空隙率を入力することで流出抑制効果量を算定することができる。 

④調節池による調節計算【P29～P36】 

・実際の調節池の推進－容量関係を入力することにより、設定調節池の効果を算出することができる。 

・浸透施設の浸透能力、空隙貯留量を入力することにより、浸透併用時の容量も算出することができる。 

⑤許可申請書の作成【P31、P34、P36】 

・①～④の計算条件及び計算結果を、許可申請書の図書の一部用として一覧表示、印刷することができ

る。 
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(2)必要貯留量と放流孔（オリフィス）の設計 

調整池容量計算システムによる必要調整量と放流孔の設計については、入力画面に従い

条件値を入力して計算を進めていく。詳しくは別途調整池容量計算システムマニュアルを

参照する。（なお、システムは不定期に更新されることがあるので、最新のものを利用する。） 

 

調整池容量計算システムを利用した設計法は、雨水浸透阻害行為面積、貯留施設面積率等

の適用条件によらず、基本的にすべての場合に対して利用可能な方法である。 

調整池容量計算システムによる必要貯留量と放流孔の設定方法について、設定項目の説

明と入力データに関する本基準における参照先を以下に示す。 

 

表 6.3.1 設定項目 

設定項目 

（エクセルシート） 
設定内容 基準参照先 

流出係数算出 

①行為前の土地利用別の面積を入力。 6.1 

②行為後の土地利用別の面積を入力。  

③行為前と行為後の合成流出係数を計算（自動）。  

降雨強度 ①降雨データの入力 6.1 

01 流出計算 

（Q-T グラフ） 

①計算実行→行為前、行為後のピーク流量を計算。 6.1 

浸透施設能力 

①設置する浸透施設の諸元として、「比浸透量」「飽和透水係数」

「設置数量」「影響係数」を入力。 

②空隙貯留量諸元として、「体積」「空隙率」を入力。 

6.3 

02 流出計算 

（QT-S グラフ） 

①浸透能力を計算（自動）。 6.3 

03-1 調整池容量の概算 ①調整池高を入力。必要な調整池容量を概算により確認。 6.5 

04-1 調節計算 

（自然調節方式） 

①池の水深（ｍ）～容量（㎥）データを入力。 6.5 

②放流口形状と管底位置を入力  

③浸透能力が反映されていることを画面で確認。  

④調節計算を実行→総合評価を確認。  

⑤総合評価が「OK」であれば申請内容で問題がなく、許可申請

図書の表示へ進み、書類を出力。 

 

⑥総合評価が「NG」であればオリフィス口径を変更し、HWL を

超える場合は、池の形状（水深～容量関係）を見直す。 

 

許可申請書 

①調節計算の実行で総合評価が「OK」となれば、同画面内で「許

可申請図書の表示」ボタンを押して、許可申請図書を作成し、

確認後に書類を出力。 

7 
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【参考】調節地容量計算システムによる計算例 

・【流出係数算出シート】行為前、行為後における流出係数の算出 

  行為面積を 0.3ha とし、行為後に 10%の緑地を確保すると仮定 

（行為後は 0.3ha×0.1＝0.03ha は緑地、残りの 0.27ha が宅地） 

①行為前の土地利用ごとの行為面積を入力 
②行為後の面積を入力 

③流出係数が自動で 

計算される 
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・【降雨強度シート】基準降雨を計算 

 唐津市は「佐賀県西部ブロック」に該当するため、基準となる降雨強度式を入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

作成した降雨データ

が表示される 

①佐賀県西部ブロック「相知」の短時間降雨強度式を入力

し、「中央集中型」を選択。 

「計算実行」ボタンを押して降雨データを作成する。 

「降雨強度式の選択」は「クリーブランド」を選択。 
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・【01流出計算（Ｑ-Ｔグラフ）シート】流出計算 

行為前、行為後のピーク流量を計算。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①「流出計算の実行」を選択。 

「流出係数」ボタンを押し、「計算実行」ボタンを押す。 

計算結果が表示される 

行為前流出量=許容放流量 許容放流量＝オリフィス口径 

      ポンプ排水量 
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・【浸透施設能力シート】比浸透量の計算 

浸透施設ごとに諸元を入力し、浸透強度を計算する。 

（今回の例では浸透強度が 5mm/hr（レベル 2程度）になるように設定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

浸透マス 透水性舗装 その他

0.63 11 .28 0 .00 14 .89 ｍ3/ｈｒ

0 .00414 ｍ3/s

（開発エリア全体に対する全浸透施設の浸透強度: 4 .9645872 mm/hr )

条件設定

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 10.88 0.000 m/s 0.04 2 0.90 0.90 1.00

2 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

3 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

4 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

5 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

6 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

7 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

8 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

9 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

10 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 1.70 0.00 m/s 0.04 60 0.90 0.90 1.00

2 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

3 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

4 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

5 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

6 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

7 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

8 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

9 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

10 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 1.290 0.000 m/s 0.04 300 0.90 0.90 1.00

2 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

3 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

4 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

5 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

6 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

7 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

8 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

9 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

10 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

（1） （2） （3）

内容（１） 内容（２） 内容（３）

1 0.00 0.90 0.90 1.00

2 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

3 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

4 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

5 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

6 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

7 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

8 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

9 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

10 単位 0.00 0.90 0.90 1.00

飽和透水係数
飽和透水係数
（m/hr）

単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/単位）
設置数量
（単位）

影響係数

飽和透水係数
飽和透水係数
（m/hr）

影響係数
設置数量
（㎡）

飽和透水係数
飽和透水係数
（m/hr）

影響係数

2.97

単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/個）
設置数量
（個）

影響係数

飽和透水係数
飽和透水係数
（m/hr）

浸透施設能力算定結果
浸透トレンチ 浸透施設能力算定結果

【浸透マス】
比浸透量（㎡）

【浸透トレンチ】
単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/m）

設置数量
（ｍ）

【その他】
比浸透量（㎡）

【透水性舗装】

比浸透量（㎡）

比浸透量（㎡）

単位設計浸透能（ｍ3/ｈｒ/㎡）

+ ＝
＝

++

浸透マス 透水性舗装 その他

0.000 0 .000 0 .000 0 .000 ｍ3

条件設定
ます部

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

浸透管部

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

空隙率
（％）

体積

（ｍ3）

空隙率
（％）

【その他】
1単位あたり

【透水性舗装】

1m 2あたり

体積

（ｍ3）

砕石部

体積

（ｍ3）

空隙率
（％）

体積

（ｍ3）

【浸透トレンチ】
1mあたり

0.000

【浸透マス】
1個あたり

砕石部

体積

（ｍ3）

空隙率
（％）

体積

（ｍ3）

空隙貯留量算定結果
浸透トレンチ 空隙貯留量算定結果

＝+ ＝+

①「条件設定」欄に必要な浸透施設ごとの「比浸透量」 

「飽和透水係数」「設置数量」「影響係数」を入力する。 

必要に応じて空隙貯留量の諸元についても入力す

る。（「体積」、「空隙率」） 

自動で浸透強度が算定される 

単位の変更を 

忘れないように 

注意する 

行為面積 0.3ha(3000m2) 

透水性舗装 

0.03ha(300m2) 

浸透トレンチ 

60m 

浸透ます 

2 個 

図 6.3.1 浸透施設配置イメージ図 

行為範囲外へ 

建物 
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・【02流出計算（QT-S グラフ）シート】 

浸透施設を考慮した流出計算結果を算定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・【03-①調整池容量の概算シート】 

5mm/hr 相当の浸透施設だけでは行為前の流出量（許容放流量）まで低減できていないた

め、調整池が必要となる。このシートでは必要な調整池容量を概算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※①自然調節方式により調整地容量を概算する場合に入力してください

行為後ピーク流入量

（浸透考慮後）

調整池諸元

許容放流量

（行為前ピーク流入量）

必要容量 610 m3/ha
調整池高 1.000 m

浸透施設条件 オリフィス径（円管、直径） 0.109 m浸透施設あり

概　算　結　果

入　力　条　件

0.102043
m3/s

0.024980
m3/s

計 算 実 行

0.000000

0.020000

0.040000
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0.080000
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8:
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8:
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9:
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9:
30
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0
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0
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0
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:3

0
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:0

0
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:3

0
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:0

0

13
:3

0
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:0

0

14
:3

0

15
:0

0

15
:3

0

16
:0

0

16
:3

0
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:0

0

17
:3

0

18
:0

0

18
:3

0

19
:0

0

19
:3

0

20
:0

0

20
:3

0

21
:0

0

21
:3

0

22
:0

0

22
:3

0

23
:0

0

23
:3

0

24
:0

0:
00

流
量

(m
3 /

s
)

時 間

流量ハイドログラフ

浸透考慮後

浸透考慮前

時刻 浸透考慮前 浸透考慮後
0:00 0.000000 0.000000

0:10 0.007040 0.002903
0:20 0.007090 0.002953
0:30 0.007140 0.003003
0:40 0.007190 0.003053
0:50 0.007240 0.003103

1:00 0.007290 0.003153

1:10 0.007350 0.003213
1:20 0.007400 0.003263
1:30 0.007460 0.003323
1:40 0.007520 0.003383

1:50 0.007580 0.003443
2:00 0.007640 0.003503
2:10 0.007710 0.003573
2:20 0.007770 0.003633
2:30 0.007840 0.003703

2:40 0.007900 0.003763
2:50 0.007980 0.003843
3:00 0.008050 0.003913
3:10 0.008120 0.003983
3:20 0.008200 0.004063

3:30 0.008280 0.004143
3:40 0.008360 0.004223
3:50 0.008440 0.004303
4:00 0.008520 0.004383
4:10 0.008610 0.004473

4:20 0.008700 0.004563
4:30 0.008800 0.004663
4:40 0.008900 0.004763
4:50 0.009000 0.004863

5:00 0.009100 0.004963
5:10 0.009210 0.005073
5:20 0.009320 0.005183
5:30 0.009440 0.005303
5:40 0.009560 0.005423

5:50 0.009680 0.005543
6:00 0.009810 0.005673
6:10 0.009950 0.005813
6:20 0.010090 0.005953
6:30 0.010240 0.006103

6:40 0.010390 0.006253
6:50 0.010550 0.006413
7:00 0.010720 0.006583
7:10 0.010900 0.006763
7:20 0.011090 0.006953

7:30 0.011290 0.007153
7:40 0.011490 0.007353
7:50 0.011720 0.007583
8:00 0.011950 0.007813
8:10 0.012200 0.008063

8:20 0.012460 0.008323
8:30 0.012750 0.008613
8:40 0.013050 0.008913
8:50 0.013380 0.009243
9:00 0.013730 0.009593

9:10 0.014110 0.009973
9:20 0.014530 0.010393
9:30 0.014990 0.010853
9:40 0.015490 0.011353
9:50 0.016050 0.011913

10:00 0.016670 0.012533
10:10 0.017380 0.013243
10:20 0.018180 0.014043
10:30 0.019100 0.014963
10:40 0.020190 0.016053

10:50 0.021490 0.017353
11:00 0.023070 0.018933
11:10 0.025080 0.020943
11:20 0.027730 0.023593
11:30 0.031470 0.027333

11:40 0.037360 0.033223
11:50 0.048870 0.044733
12:00 0.106180 0.102043
12:10 0.061410 0.057273
12:20 0.041940 0.037803

12:30 0.034030 0.029893
12:40 0.029420 0.025283
12:50 0.026300 0.022163
13:00 0.024010 0.019873
13:10 0.022240 0.018103

13:20 0.020810 0.016673
13:30 0.019620 0.015483
13:40 0.018620 0.014483
13:50 0.017760 0.013623
14:00 0.017010 0.012873

14:10 0.016350 0.012213
14:20 0.015760 0.011623
14:30 0.015230 0.011093
14:40 0.014750 0.010613
14:50 0.014320 0.010183

15:00 0.013920 0.009783
15:10 0.013550 0.009413
15:20 0.013210 0.009073
15:30 0.012900 0.008763
15:40 0.012600 0.008463

15:50 0.012330 0.008193
16:00 0.012070 0.007933
16:10 0.011830 0.007693
16:20 0.011600 0.007463
16:30 0.011390 0.007253

16:40 0.011190 0.007053
16:50 0.010990 0.006853
17:00 0.010810 0.006673
17:10 0.010640 0.006503
17:20 0.010470 0.006333

17:30 0.010310 0.006173
17:40 0.010160 0.006023
17:50 0.010020 0.005883
18:00 0.009880 0.005743
18:10 0.009750 0.005613

18:20 0.009620 0.005483
18:30 0.009500 0.005363
18:40 0.009380 0.005243
18:50 0.009260 0.005123
19:00 0.009150 0.005013

19:10 0.009050 0.004913
19:20 0.008950 0.004813
19:30 0.008850 0.004713
19:40 0.008750 0.004613
19:50 0.008660 0.004523

20:00 0.008570 0.004433
20:10 0.008480 0.004343
20:20 0.008400 0.004263
20:30 0.008320 0.004183
20:40 0.008240 0.004103

20:50 0.008160 0.004023
21:00 0.008080 0.003943
21:10 0.008010 0.003873
21:20 0.007940 0.003803
21:30 0.007870 0.003733

21:40 0.007800 0.003663
21:50 0.007740 0.003603
22:00 0.007670 0.003533
22:10 0.007610 0.003473
22:20 0.007550 0.003413

22:30 0.007490 0.003353
22:40 0.007430 0.003293
22:50 0.007380 0.003243
23:00 0.007320 0.003183
23:10 0.007270 0.003133

23:20 0.007210 0.003073
23:30 0.007160 0.003023
23:40 0.007110 0.002973
23:50 0.007060 0.002923

24:00:00 0.007010 0.002873

①「浸透施設あり」を選択し、 

「計算実行」ボタンを押す。 

計算結果が表示される。 

①「調整池高」に盛土高と同じ高さを入

力し、「計算実行」を押す。 

結果が算定される。（1ha あたりの大きさのため注意） 

今回の行為面積は 0.3ha なので、オリフィス径を約

0.1m とすると、約 200m3 程度の調整池が必要という

ことが分かる。 
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・【04-①調節計算（自然調節方式）シート】 

【03-①調整池容量の概算シート】での概算結果を基に、自然調節方式による調整池容量

を算定し、許可申請図書を作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

時刻 行為後流入量 浸透考慮後流入量 許容放流量 調節後放流量 調整池水位

0:00 0.000000 0.000000 0.024980 0.000000 0.0000

0:10 0.007040 0.002903 0.024980 0.000044 0.0039

0:20 0.007090 0.002953 0.024980 0.000221 0.0115

0:30 0.007140 0.003003 0.024980 0.000464 0.0187

0:40 0.007190 0.003053 0.024980 0.000728 0.0253

0:50 0.007240 0.003103 0.024980 0.001000 0.0314

1:00 0.007290 0.003153 0.024980 0.001268 0.0368

1:10 0.007350 0.003213 0.024980 0.001529 0.0417

1:20 0.007400 0.003263 0.024980 0.001777 0.0460

1:30 0.007460 0.003323 0.024980 0.002008 0.0498

1:40 0.007520 0.003383 0.024980 0.002210 0.0532

1:50 0.007580 0.003443 0.024980 0.002395 0.0562

2:00 0.007640 0.003503 0.024980 0.002577 0.0589

2:10 0.007710 0.003573 0.024980 0.002739 0.0613

2:20 0.007770 0.003633 0.024980 0.002879 0.0635

2:30 0.007840 0.003703 0.024980 0.003013 0.0655

2:40 0.007900 0.003763 0.024980 0.003140 0.0673

2:50 0.007980 0.003843 0.024980 0.003260 0.0689

3:00 0.008050 0.003913 0.024980 0.003365 0.0705

3:10 0.008120 0.003983 0.024980 0.003470 0.0719

3:20 0.008200 0.004063 0.024980 0.003577 0.0733

3:30 0.008280 0.004143 0.024980 0.003666 0.0746

3:40 0.008360 0.004223 0.024980 0.003757 0.0759

3:50 0.008440 0.004303 0.024980 0.003848 0.0771

4:00 0.008520 0.004383 0.024980 0.003940 0.0783

4:10 0.008610 0.004473 0.024980 0.004032 0.0795

4:20 0.008700 0.004563 0.024980 0.004126 0.0807

4:30 0.008800 0.004663 0.024980 0.004220 0.0819

4:40 0.008900 0.004763 0.024980 0.004314 0.0832

4:50 0.009000 0.004863 0.024980 0.004410 0.0844

5:00 0.009100 0.004963 0.024980 0.004506 0.0856

5:10 0.009210 0.005073 0.024980 0.004612 0.0869

5:20 0.009320 0.005183 0.024980 0.004710 0.0882

5:30 0.009440 0.005303 0.024980 0.004818 0.0895

5:40 0.009560 0.005423 0.024980 0.004927 0.0908

5:50 0.009680 0.005543 0.024980 0.005036 0.0922

6:00 0.009810 0.005673 0.024980 0.005157 0.0936

6:10 0.009950 0.005813 0.024980 0.005278 0.0950

6:20 0.010090 0.005953 0.024980 0.005401 0.0965

6:30 0.010240 0.006103 0.024980 0.005524 0.0980

6:40 0.010390 0.006253 0.024980 0.005659 0.0996

6:50 0.010550 0.006413 0.024980 0.005805 0.1013

7:00 0.010720 0.006583 0.024980 0.005953 0.1030

7:10 0.010900 0.006763 0.024980 0.006101 0.1047

7:20 0.011090 0.006953 0.024980 0.006262 0.1066

7:30 0.011290 0.007153 0.024980 0.006435 0.1085

7:40 0.011490 0.007353 0.024980 0.006609 0.1105

7:50 0.011720 0.007583 0.024980 0.006796 0.1126

8:00 0.011950 0.007813 0.024980 0.006996 0.1147

8:10 0.012200 0.008063 0.024980 0.007198 0.1170

8:20 0.012460 0.008323 0.024980 0.007425 0.1194

8:30 0.012750 0.008613 0.024980 0.007555 0.1221

8:40 0.013050 0.008913 0.024980 0.007666 0.1253

8:50 0.013380 0.009243 0.024980 0.007793 0.1289

9:00 0.013730 0.009593 0.024980 0.007943 0.1332

9:10 0.014110 0.009973 0.024980 0.008109 0.1380

9:20 0.014530 0.010393 0.024980 0.008296 0.1434

9:30 0.014990 0.010853 0.024980 0.008510 0.1494

9:40 0.015490 0.011353 0.024980 0.008748 0.1562

9:50 0.016050 0.011913 0.024980 0.009008 0.1637

10:00 0.016670 0.012533 0.024980 0.009298 0.1720

10:10 0.017380 0.013243 0.024980 0.009629 0.1814

10:20 0.018180 0.014043 0.024980 0.010006 0.1918

10:30 0.019100 0.014963 0.024980 0.010411 0.2035

10:40 0.020190 0.016053 0.024980 0.010849 0.2168

10:50 0.021490 0.017353 0.024980 0.011338 0.2321

11:00 0.023070 0.018933 0.024980 0.011879 0.2500

11:10 0.025080 0.020943 0.024980 0.012491 0.2711

11:20 0.027730 0.023593 0.024980 0.013195 0.2968

11:30 0.031470 0.027333 0.024980 0.014033 0.3291

11:40 0.037360 0.033223 0.024980 0.015075 0.3720

11:50 0.048870 0.044733 0.024980 0.016488 0.4353

12:00 0.106180 0.102043 0.024980 0.019455 0.5864

12:10 0.061410 0.057273 0.024980 0.022174 0.7469

12:20 0.041940 0.037803 0.024980 0.023229 0.8146

12:30 0.034030 0.029893 0.024980 0.023655 0.8430

12:40 0.029420 0.025283 0.024980 0.023811 0.8535

12:50 0.026300 0.022163 0.024980 0.023807 0.8533

13:00 0.024010 0.019873 0.024980 0.023697 0.8458

13:10 0.022240 0.018103 0.024980 0.023509 0.8332

13:20 0.020810 0.016673 0.024980 0.023262 0.8169

13:30 0.019620 0.015483 0.024980 0.022968 0.7977

13:40 0.018620 0.014483 0.024980 0.022639 0.7764

13:50 0.017760 0.013623 0.024980 0.022279 0.7534

14:00 0.017010 0.012873 0.024980 0.021892 0.7293

14:10 0.016350 0.012213 0.024980 0.021487 0.7044

14:20 0.015760 0.011623 0.024980 0.021066 0.6789

14:30 0.015230 0.011093 0.024980 0.020628 0.6530

14:40 0.014750 0.010613 0.024980 0.020177 0.6269

14:50 0.014320 0.010183 0.024980 0.019715 0.6009

15:00 0.013920 0.009783 0.024980 0.019246 0.5750

15:10 0.013550 0.009413 0.024980 0.018770 0.5493

15:20 0.013210 0.009073 0.024980 0.018287 0.5240

15:30 0.012900 0.008763 0.024980 0.017800 0.4991

15:40 0.012600 0.008463 0.024980 0.017312 0.4747

15:50 0.012330 0.008193 0.024980 0.016819 0.4509

16:00 0.012070 0.007933 0.024980 0.016326 0.4277

16:10 0.011830 0.007693 0.024980 0.015830 0.4052

16:20 0.011600 0.007463 0.024980 0.015335 0.3833

16:30 0.011390 0.007253 0.024980 0.014845 0.3622

16:40 0.011190 0.007053 0.024980 0.014352 0.3419

16:50 0.010990 0.006853 0.024980 0.013864 0.3224

17:00 0.010810 0.006673 0.024980 0.013380 0.3037

17:10 0.010640 0.006503 0.024980 0.012901 0.2858

17:20 0.010470 0.006333 0.024980 0.012425 0.2688

17:30 0.010310 0.006173 0.024980 0.011959 0.2526

17:40 0.010160 0.006023 0.024980 0.011496 0.2373

17:50 0.010020 0.005883 0.024980 0.011041 0.2228

18:00 0.009880 0.005743 0.024980 0.010596 0.2091

18:10 0.009750 0.005613 0.024980 0.010160 0.1963

18:20 0.009620 0.005483 0.024980 0.009736 0.1843

18:30 0.009500 0.005363 0.024980 0.009336 0.1731

18:40 0.009380 0.005243 0.024980 0.008970 0.1626

18:50 0.009260 0.005123 0.024980 0.008625 0.1527

19:00 0.009150 0.005013 0.024980 0.008305 0.1435

19:10 0.009050 0.004913 0.024980 0.007998 0.1348

19:20 0.008950 0.004813 0.024980 0.007712 0.1266

19:30 0.008850 0.004713 0.024980 0.007391 0.1190

19:40 0.008750 0.004613 0.024980 0.006774 0.1124

19:50 0.008660 0.004523 0.024980 0.006294 0.1070

20:00 0.008570 0.004433 0.024980 0.005910 0.1026

20:10 0.008480 0.004343 0.024980 0.005596 0.0989

20:20 0.008400 0.004263 0.024980 0.005329 0.0957

20:30 0.008320 0.004183 0.024980 0.005106 0.0930

20:40 0.008240 0.004103 0.024980 0.004907 0.0906

20:50 0.008160 0.004023 0.024980 0.004749 0.0886

21:00 0.008080 0.003943 0.024980 0.004593 0.0867

21:10 0.008010 0.003873 0.024980 0.004458 0.0850

21:20 0.007940 0.003803 0.024980 0.004343 0.0835

21:30 0.007870 0.003733 0.024980 0.004229 0.0821

21:40 0.007800 0.003663 0.024980 0.004135 0.0807

21:50 0.007740 0.003603 0.024980 0.004042 0.0795

22:00 0.007670 0.003533 0.024980 0.003949 0.0783

22:10 0.007610 0.003473 0.024980 0.003857 0.0772

22:20 0.007550 0.003413 0.024980 0.003784 0.0762

22:30 0.007490 0.003353 0.024980 0.003712 0.0752

22:40 0.007430 0.003293 0.024980 0.003640 0.0743

22:50 0.007380 0.003243 0.024980 0.003568 0.0733

23:00 0.007320 0.003183 0.024980 0.003515 0.0724

23:10 0.007270 0.003133 0.024980 0.003444 0.0716

23:20 0.007210 0.003073 0.024980 0.003391 0.0707

23:30 0.007160 0.003023 0.024980 0.003321 0.0699

23:40 0.007110 0.002973 0.024980 0.003269 0.0691

23:50 0.007060 0.002923 0.024980 0.003209 0.0683

24:00:00 0.007010 0.002873 0.024980 0.003157 0.0675

計　算　結　果　（時　系　列）

O.K

O.K
0.024980 m3/s
0.023811 m3/s

O.K
187.77 m3

0.854 m

30m3増分 O.K
32.23 m3

14.6 %
上乗せ分の貯留量
および貯留率

許 可 申 請 図 書 の 作 成

放流量評価

上乗せ分評価

池容量評価

許容放流量

最大放流量

池内最大ボリューム

池内最大水深

総合評価

計　算　結　果

計 算 実 行

許 可 申 請 図 書 の 作 成

水深-容量 放流口形状 行為後ピーク流入量

No 水深H（m） 容量V（m3） （口径） （浸透考慮後）

1 0.000 0.00
2 1.000 220.00 直径 m 許容放流量

3 （行為前ピーク流入量）

4
5 高さ 0.1 m

6 幅 0.1 m

7
8 （管底位置）

9 池底高から 0 m

10

設 定 調 整 池 諸 元

0.102043
m3/s

0.024980
m3/s

行 為 後 流 入 量

入　力　条　件

円

矩形

概算の結果を参考にして①水深－容量の表、

②放流口の形状等の諸元について値を入力

し、「計算実行」ボタンを押す。 

に任意の値を入力 

「計算実行」ボタンを押すと、計算結果のグラフが表示さ

れる。 

調節後放流量（赤点線）が許容放流量（紫線）を超えておら

ず、調整池水位（青線）も設定した高さ以下になっている。 

4 項目すべて「OK」となるまで放流口の大きさや容量の大きさ等を 

トライアルする。 

すべて「OK」となったら「許可申請図書の作成」を押し、申請書を 

作成する。 
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6.3 浸透施設の設計 

 浸透施設を設計するにあたって、各種浸透施設の比浸透量(Kf値(m2))算定式：雨水浸透

施設技術指針(案)(社団法人雨水貯留浸透技術協会)を参考とすること。また、地盤の浸透

能力を評価する係数である飽和透水係数は浸透施設を設置する場所において現地浸透試験

を行うことを基本とする。現地試験方法については佐賀県が公表している「雨水流出抑制

施設設計技術基準」を参考とする。 

 

(1)基準浸透量の算定 

 施設別の基準浸透量 Qfは次式で算定する。 

   Qf＝ko×Kf×3,600/100 

   Qf：設置施設の基準浸透量(浸透施設 1個、1m あるいは 1m2当たりの m3/hr) 

   Kf：設置施設の比浸透量(m2)(次頁以降の比浸透量基本式より算定) 

   ko：土壌の飽和透水係数(cm/s)(現地浸透試験より設定することを基本とする) 

 

 

(2)単位設計浸透量の算定 

 浸透施設の単位設計浸透量は、基準浸透量 Qfに、影響係数 Cを乗じて算定する。 

   Q＝Qf×C 

   Q ：浸透施設の単位設計浸透量 

   Qf：設置施設の基準浸透量 

   C ：影響係数(=0.81) 

     影響係数の詳細については、「雨水浸透施設技術指針（案）調査・計画編」 

     (社団法人 雨水貯留浸透技術協会編)を参照のこと。 

 

 

(3)浸透施設の浸透対策量 

 浸透施設の浸透対策量は、設置する各種浸透施設の単位設計浸透量に設置数量を乗じて

算定する。総浸透対策量は各施設ごとに求めた浸透対策量の総和とする。 

   Qs＝Qm×N+Qt×L+Qh×A 

   Qs：総浸透対策量(m3/hr) 

   Qm：浸透ますの単位設計浸透量(m3/hr/個) 

   Qt：浸透トレンチの単位設計浸透量(m3/hr/m) 

   Qh：透水性舗装の単位設計浸透量(m3/hr/m2) 

   N ：浸透ますの設置個数(個) 

   L ：浸透トレンチの設置長さ(m) 

   A ：透水性舗装の設置面積(m2) 
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(4)飽和透水係数 

 飽和透水係数は現地浸透試験を行うことを基本とするが、「増補改訂 雨水浸透施設技

術指針（案）調査・計画編（公益社団法人 雨水貯留浸透技術協会）」には、粒径別に以

下に示す値が示されているが、開発区域における転圧の状況により変わるため参考値とし

て以下に記載する。 

 なお、現地浸透試験の方法については佐賀県が公表している「雨水流出抑制設計技術基

準令和 5年 3月」を参照する。 

 

表 6.3.1  粒径による飽和透水係数の概略値(参考) 

 粘土 シルト 微細砂 細砂 中砂 粗砂 小砂利 

粒径

(mm) 

0～0.01 0.01～

0.05 

0.05～

0.10 

0.10～

0.25 

0.25～

0.50 

0.50～

1.00 

1.00～

5.00 

ko 

(m/s) 
3.0×10-8 4.5×10-6 3.5×10-5 1.5×10-4 8.5×10-4 3.5×10-3 3.0×10-2 

出典：浸透型流出抑制施設の現地浸透能力調査マニュアル試案(旧)建設省土木研究所 

(増補改訂 雨水浸透施設技術指針(案)調査・計画編(公益社団法人 雨水貯留浸透技術協会)) 

 

表 6.3.2  飽和透水係数の概略値(参考) 

 

 

 

 

出典：浸透型流出抑制施設の現地浸透能力調査マニュアル試案(旧)建設省土木研究所 

(増補改訂 雨水浸透施設技術指針(案)調査・計画編(公益社団法人 雨水貯留浸透技術協会)) 

 

※飽和透水係数の目安として、真砂土の場合、微細砂＋転圧・締固めを行うことが想定さ

れる。「雨水浸透施設の整備促進に関する手引き（案）国土交通省」では、飽和透水係数

の 1/10 の値を設定することで路床の転圧・締固め等の影響を考慮している。 

 

 

 

 

 

  

土壌の種類

k0(m/s)
1.0 10-2 10-4 10-6 10-10

きれいな砂利
きれいな砂、
きれいな砂利

まじり砂

細砂、シルト、
砂とシルトの混合砂

難透水性土
粘土

10-8
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表 6.3.3(1/3) 各種浸透施設の比浸透量(Kf値(m2))算定式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：増補改訂 雨水浸透施設技術指針(案)調査・計画編 
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表 6.3.3(2/3) 各種浸透施設の比浸透量(Kf値(m2))算定式 

 

出典：増補改訂 雨水浸透施設技術指針(案)調査・計画編 

  



- 34 - 

 

表 6.3.3(3/3) 各種浸透施設の比浸透量(Kf値(m2))算定式 

 

出典：増補改訂 雨水浸透施設技術指針(案)調査・計画編 
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参考図 A  浸透施設の標準的な構造 

出典：増補改訂雨水浸透施設技術指針（案）調査・計画編（公益社団法人 雨水貯留浸透技術協会） 
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参考例 浸透施設計算例（0.3ha の耕地を宅地化する場合（10%緑地見込み）） 

 調整池計算システムによる計算例を以下に示す 

・佐賀県相知地区の基準降雨（年超過確率 1/10）を使用 

・飽和透水係数は 3.5×10-6（転圧ありの微細砂と仮定） 

・浸透ます 8個、浸透トレンチ 120m、透水性舗装 400 ㎡設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.3.1 浸透施設を考慮した場合の流出量の変化図 
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流
量

(m
3 /

s
)

時 間

流量ハイドログラフ

浸透考慮後

浸透考慮前

浸透マス 透水性舗装 その他

1.01 5 .27 0 .00 12 .53 ｍ3/ｈｒ

0 .00348 ｍ3/s

（開発エリア全体に対する全浸透施設の浸透強度: 4.1773838 mm/hr)

6 .26

浸透施設能力算定結果
浸透トレンチ 浸透施設能力算定結果

+ ＝
＝

++

浸透施設考慮前ピーク流量：0.106810m3/s 

浸透施設考慮後：0.102699m3/s 
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(5)浸透施設設置可能性検討 

 資料調査結果を基に、地形区分面ごとに表層地盤と地下水位などの関係を整理し、浸透

施設の設置における浸透能が高い地域と低い地域をを判定する。 

(ア)地形・地質からの判断 

 地形や地質から、次のように浸透能が高い地域と低い地域が区分できる。 

＜浸透能が高い地域（推奨）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜浸透能が低い地域（通常）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.3.2  地形、地質による区分図 

     浸透能が低い地域 

地形図：三角洲性低地 

地質図：泥がち堆積物 

※詳細は協議による 

     唐津市 

 

①台地・段丘(構成地質による) 

②扇状地 

③自然堤防(構成堆積物による) 

④山麓堆積地 

⑤丘陵地(構成地質による、急斜面は適さない) 

⑥浜堤、砂丘地 

①沖積低地(デルタ地帯) 

②人口改変地(盛土地の場合は盛土材により異なる) 

③切土面で第三期砂泥岩 

④旧河道、後背湿地、旧湖沼 

⑤法令指定地(地すべり防止区域、急傾斜地崩壊危険区域など) 

⑥雨水の浸透で法面など地盤の安定性が損なわれる恐れのある地域 

⑦雨水の浸透で他の場所の居住及び自然環境を害する恐れのある地域 
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(イ)土質からの判断 

 下記のように透水性があまり期待できない土質については、設置可能区域から除外す

る。 

 

 

 

 

 

(ウ)地下水位からの判断 

 地下水位が高い地域では、浸透能力が減少することが予想される。特に低地では降雨に

よって地下水位が敏感に上昇する場合があり、浸透能力は影響を受ける。施設底面から地

下水面までの距離が 0.5m 以上あれば、検討対象とする。 

 

(エ)周辺環境への影響からの判断 

 工場跡地や埋立地などで土壌が汚染され、浸透施設によって汚染物質が拡散され、地下

水の汚染が予想される区域は、設置対象域から除外する。 

 

(オ)土地利用からの判断 

 都道府県及び市町村において定められている土地利用計画において、開発が禁止されて

いる区域或いは開発が予想されない区域は設置対象から除外する。 

 

出典：増補改訂雨水浸透施設技術指針（案）調査・計画編(公益社団法人 雨水貯留浸透技術協会) 

 

 

 

浸透施設の検討フロー 

・現地の条件により協議する 

 

  

①透水係数が 10-7m/s より小さい場合 

②空気間隙率が 10%以下で土がよく締め固まった状態 

③粒度分布において粘土の占める割合が 40%以上のもの 

(ただし、火山灰風化物いわゆる関東ロームなどは除く) 

× 大規模な浸透施設 

・大型貯留浸透槽 

・空隙貯留浸透施設 

・大規模な浸透池 

・大規模な浸透側溝 

◎ グリーンインフラ 

・緑地 

・雨庭 

〇 小規模な浸透施設 

・歩道、駐車場の透水性舗装 

・浸透ます 

・浸透トレンチ 

・浸透側溝 

浸透能が低い地域 
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(6)浸透施設の配置計画 

 浸透施設を対象地域に配置する場合には、以下に示す項目に十分配慮し、安全で効率的

な計画を策定するものとする。 

  ①設置場所の注意事項 

  ②浸透施設の組み合わせ 

 

①設置場所の注意事項 

1)浸透施設間隔 

浸透施設の間隔を近づけすぎると、浸透流の相互干渉により浸透量が低下する。低下の度

合いは土壌の飽和透水係数や設計水頭によりまちまちであるが、約 1.5ｍ以上離せば設計浸

透量の低下を数パーセントに押さえられることが数値計算によって確認されている。 

よって浸透施設は 1.5ｍ以上距離をおいて設置することが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.3.3 施設設置間隔 

出典：増補改訂 雨水浸透施設技術指針（案）調査・計画編(公益社団法人 雨水貯留浸透技術協会) 

 

2)建物等への影響 

浸透施設の設置場所は構造物や建物等への影響を考慮して、基礎から 30cm 以上あるいは

掘削深に相当する距離を離すとともに、地下埋設物からは原則として 30cm 以上離すものと

する。 

 

 

 

 

 

 

  

図 6.3.4 構造物との距離 

出典：雨水流出抑制設計技術基準 令和 5年 3月 佐賀県 

掘
削
深

埋設物

掘削深

30㎝以上

30㎝以上
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3)斜面の安定 

下記の地域に浸透施設を設置する場合は浸透施設設置に伴う雨水浸透を考慮した斜面の

安定性について事前に十分な検討を実施し、浸透施設設置の可否を判断するものとする。 

・人工改変地 

・切土斜面（特に互層地盤の場合や地層傾斜等に注意する）とその周辺 

・盛土地盤の端部斜面部分（擁壁等設置箇所も含む）とその周辺 

なお、斜面の近傍部に対しては、図 6.3.5 を参考に設置禁止区域の目安としてよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※斜面高が 2m以下の場合はのり肩から 1m 以上離すことを目安とする。 

図 6.3.5 構造物との距離斜面近傍の設置禁止範囲の目安 

出典：増補改訂 雨水浸透施設技術指針（案）調査・計画編(公益社団法人 雨水貯留浸透技術協会) 

 

4)地下水位 

地下水位が高い地域では、季節変化や降雨によって地下水位が浸透施設より高くなると

も考えられる。このような地域では、浸透施設の埋設深を浅くする等、適切な対策を講じて、

地下水位と浸透施設底面との距離をできるだけ離すようにするのが望ましい。 

出典：雨水流出抑制設計技術基準 令和 5年 3月 佐賀県 

 

5)設置禁止区域 

以下のような場所は、浸透施設の設置を禁止する。 

・急傾斜地崩壊危険区域 

・地すべり防止区域 

出典：雨水流出抑制設計技術基準 令和 5年 3月 佐賀県 
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図 6.3.6 唐津市土砂災害警戒区域等（出典：唐津市立地適正化計画） 
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②浸透施設の組合せ 

浸透施設の設置を計画するときは、設置場所の条件や対象雨水等を勘案し、適切な構造様

式と組み合わせを選定することとする。 

浸透施設は各施設が単独で設置されることは少なく、様々な種類の施設を組み合わせて

設置される。そのほとんどが雨水の集水、排水施設として兼用されるため、集排水機能を損

なわないように配慮する必要がある。また、浸透トレンチ等の流下施設の両端には浸透ます

を配置し、流下施設内の水位を安定させる等、流下施設内へのゴミや土砂の流入を防止する

ことが望ましい。参考として土地利用別の標準的な浸透施設の組合せを図 6.2.4 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.3.7 土地利用別浸透施設の組合せ（例） 

出典：増補改訂 雨水浸透施設技術指針（案）調査・計画編(公益社団法人 雨水貯留浸透技術協会) 

    一部加筆 

  

<一般住宅>

<集合住宅、学校、公園>

<駐車場>

<農地>

地区外へ

集水ます 浸透トレンチ (浸透)ます

貯留施設 地区外へ

ビニールハウス 雨樋 浸透側溝 (浸透)ます

(浸透)ます

貯留施設 地区外へ

駐車場

透水性(平板)舗装 (浸透)ます (浸透)ます

浸透側溝 (浸透)ます

緑地

広場

浸透側溝 (浸透)ます

集水ます 浸透トレンチ

(浸透)ます

集水ます 浸透トレンチ (浸透)ます

敷地外へ

屋根 雨樋 浸透ます 浸透トレンチ (浸透)ます

雨樋 浸透ます

庭
浸透側溝 浸透ます 浸透トレンチ

雨樋
屋根

浸透ます 浸透トレンチ (浸透)ます
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＜その他推奨されること＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

屋根 軒下 

池や雨庭 

地下浸透 

オーバーフロー分 敷地外へ 

ビニルハウス 

浸透ます 

地下浸透 

雨樋ありの場合 敷地外へ 
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6.4 グリーンインフラの活用 

 グリーンインフラ(GI)とは社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自

然環境が有する多様な機能を活用し、持続可能で魅力ある国土・都市・地域づくりを進める

取り組みである。(「グリーンインフラ推進戦略(令和元年 7月 4日公表)」より) 

 「唐津市都市計画マスタープラン」においては、「松浦川流域などにおいて浸水が懸念さ

れることから、河川改修などのハード整備だけでなく、地域や各家庭でも取り組めるグリー

ンインフラの導入を進めるなど、地域防災力の向上を図っていくことが必要です。」として

います。 

 GI の活用については、既存の「唐津市緑花推進条例施行規則 第 2 条」において「事業

所、工場、住宅団地等の事業者又は管理者等は、その敷地面積の 10 ﾊﾟｰｾﾝﾄ以上の緑地を確

保し、樹木又は花きを植栽するなど、緑化に努めるものとする。」と定めており、前述の GI

の活用に該当します。 

 また、緑地※1（樹木や花きの植栽）に地域の自然植生等が用いられると更に効果的です。 

 なお、「1 地質変化に対する対策」、「2地形変化に対する対策」で記載している雨水浸透阻

害行為に対する貯留浸透施設を設置する場合についても GI活用に該当し、相方の取り組み

を行うことにより雨水の流出を抑え、貯留した雨水の再利用により緑地（雨庭・ビオトープ

※2）の維持が図られ、持続可能な地域づくりを推進することになります。 

 「生物多様性国家戦略 2023-2030(ネイチャーポジティブ実現に向けたロードマップ)：環

境省」で、「ネイチャーポジティブ：自然再興」とは、「自然を回復軌道に乗せるため、生物

多様性の損失を止め、反転させること」とされており、持続可能な社会を構築するため、自

然が安定し変化に対するしなやかさを保ち、将来にわたりその恵みを受けることができる

よう、共生と循環に基づく自然の理に則った行動を選択することが、唐津市における自然や

生物多様性、生態系の保全等に繋がります。 

 令和７年 3月 28日の「唐津市ネイチャーポジティブ宣言」においては、１自然資本の持

続可能な利用・保全の推進、２唐津市版地域循環共生圏（ローカル SDGs※3）の推進、３生

態系を維持し回復させる社会経済活動を企業や研究機関等のステークホルダーと共に推進

する、という３つの目標を設定しています。 

 企業による気候変動や自然回復への取組（TCFD や TNFD※4）についても進みつつある中、

唐津市としても研究機関等の専門家の意見を聞きながら、雨水貯留浸透施設設置基準（唐津

市雨庭プロジェクト）により、雨水共生による持続可能な社会を目指していきます。 

 次頁以降にグリーンインフラ(雨庭、箱庭、植栽、緑化、浸透貯留、河川、道路、公園、

港湾)等の事例等を示す。 

 

※1)緑地：佐賀県では「緑の県土づくり方針」や「さがの緑づくり方針」等により植栽の

樹種や植栽基準について示されている。 
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※2)ビオトープ：ビオトープとは、生物が安定的に生息・生育できる空間であり、自然に

存在する池だけでなく、まちなかでも人工的に作られ、生物多様性の保全や人

と自然のふれあいの場として活用される。ビオトープでは、水辺や陸との境界

など異なる生態系が接する移行帯（エコトーン）が重要な要素です。 

エコトーンは移行帯または推移帯とも呼ばれ、陸域と水域の境界になる水際（み

ずぎわ）のことをいいます。 

エコトーンには水の深さや土の水分条件が少しずつ変化するため、様々な植物

や生物が生息しています。 

※3)SDGs：SDGs は、私たちみんなが、ひとつしかないこの地球で暮らし続けられる「持

続可能な世界」を実現するために進むべき道を示した、つまり、ナビのような

ものです。 

※4)TCFD：気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD） 

    https://www.env.go.jp/policy/tcfd.html （環境省 HP） 

企業が気候変動のリスク・機会を認識し経営戦略に織り込むこと 

TNFD：自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD） 

   https://www.env.go.jp/press/press_03929.html （環境省 HP） 

   自然資本等に関する企業のリスク管理と開示枠組みを構築 

 

地域に自生している植物事例 

陸域 チガヤ、ススキ、など 

水辺 セキショウ、ヨシ、ヒメガマ、ジュズダマ、ヒシ、セリ、など 

 

   

松浦河畔公園などに自生しているチガヤ 

網の目状に根を張り、土壌流出防止機能が非常に高い 

  

http://localhost/
http://localhost/
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・道路周辺における取組例 

 道路周辺における取組例を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：グリーンインフラ実践ガイド：国土交通省 
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出典：グリーンインフラ実践ガイド：国土交通省 
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・公園や緑地における取組例 

 公園や緑地等における取組例を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：グリーンインフラ 

実践ガイド：国土交通省  
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松浦河畔公園芝生広場(唐津市) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園で植栽を行う園児達 
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・グラウンドや広場における取組例 

 グラウンドや広場等における取組例を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：グリーンインフラ実践ガイド：国土交通省 

 

 

                    ※平面計画における緑地の配置の工夫 

敷地の外周水路の手前に緑地などの透水施設

を設けることで、雨水浸透や活用を促進し、

雨水流出量を抑制することができます。 

  

敷地
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6.5 貯留施設（遊水地）の計画 

・農地等の窪地を造成する場合の考え方(地形の変化) 

地形の変化を伴う盛土や造成等による宅地開発や雨水浸透阻害行為については、流出域

における行為と浸水リスクが高い地域における行為とに区分される。 

流出域とは下図の黄着色を示し、砂丘や台地、丘陵地や山地など、地盤高が周囲と比べて

高い地区をいい、浸水リスクが高い地域とは下図赤着色を示し、低地や埋立地など地盤高が

周囲と比べて低い地区をいう。なお、浸水リスクが高い地域には浸水想定区域が多く、これ

らの土地で盛土や造成が行われた場合には浸水深の増加や浸水範囲が現状より広がる危険

がある。(図 6.5.1 参照) 

流出域において地形の変化を伴う盛土や造成等による宅地開発や雨水浸透阻害行為を行

う場合は、地質の変化（田畑等流出係数 0.2⇒宅地等流出係数 0.9）によるピーク流出量の

増加分を低減させる貯留浸透施設容量の確保を必須条件とする。凹地、農地等が有していた

湛水容量(行為面積×畦畔高 0.3m)が確保されると効果的である。(図 6.5.2 参照) 

浸水リスクが高い地域において地形の変化を伴う盛土や造成等による宅地開発や雨水浸

透阻害行為を行う場合は、地質の変化（田畑等流出係数 0.2⇒宅地等流出係数 0.9）による

ピーク流出量の増加分を低減させる貯留浸透施設容量の確保を必須条件とする。更に、凹地、

農地等が有していた湛水容量(行為面積×道路までの造成高〇〇m)の消失がないよう湛水

容量を確保する必要がある。(図 6.5.3 参照) 

なお、浸水実績以上に盛土・造成を行った場合には堤防高から地盤高までの消失空間量を

貯留する施設規模を求める。(図 6.5.4 参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     流出域 

     浸水リスクが高い地域 

図 6.5.1 唐津市における浸水域図 
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参考：地形地質図 

     浸水リスクが高い地域 

地形図：三角洲性低地 

         扇状地性低地 

地質図：泥がち堆積物 

※詳細は協議による 

     流出域 
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・流出域における雨水浸透阻害行為の場合 (     範囲) 

 

 既存水田等が浸水している場合(道路、宅地の浸水なし) 

 

 

 

 

 

 

 

 雨水浸透阻害行為が行われると、浸水深が深くなり周辺地域に浸水が広がることが懸念

される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このため、行為面積に対する流出量の増分に対する貯留浸透施設の設置は必須である。

なお、周辺域へ配慮し水田が有した湛水容量が確保されると更によい。 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.5.2 現地盤盛土イメージ図 
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・浸水リスクが高い地域における雨水浸透阻害行為の場合 (     範囲 )  

 

既存水田等が浸水し、周辺道路や宅地が浸水する危険性が高い地区の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 雨水浸透阻害行為(道路高程度の造成)が行われると、浸水深が深くなり周辺地域に浸水

が広がることが懸念される 

 

 

 

 

 

 

 

 このため、行為面積に対する流出量の増分に対する貯留浸透施設の設置は必須とし、加

えて、周辺域へ雨水の流出に配慮し水田が有した湛水容量を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.5.3 浸水域における盛土、貯留空間の確保イメージ図 
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既存水田等が浸水し、周辺道路や宅地が浸水する危険性が高い地区の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 雨水浸透阻害行為(道路高以上の造成)が行われると、浸水深が深くなり周辺地域に浸水

が広がることが懸念される 

 

 

 

 

 

 

 

 このため、行為面積に対する流出量の増分に対する貯留浸透施設の設置は必須とし、加

えて、周辺域へ雨水の流出に配慮し水田が有した湛水容量を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.5.4 浸水域における盛土、貯留空間の確保イメージ図 
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●遊水地確保とグリーンインフラ、ネイチャーポジティブ確保の具体例 

（例１） 

①現況図 

 

②そのまま開発した場合 
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③遊水地とグリーンインフラを確保する方法 

 

④一体的に土地利用する場合 

 

 

 

 

緑の遊水地 

緑

の

遊

水

地 
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（地域のグリーンインフラなどの状況） 
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（例２） 

①現況図 

 

②開発計画図 
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③遊水機能やグリーンインフラなどを確保した場合 

 

 

 

 

緑の遊水地断面イメージ図 

 

 

 

 

 

 

  

水路・河川 道路 堤防

緑地

造成高2.5m 遊水地

道路高2.0ｍ 確保容量 D.H.W.L.2.0m 道路高2.0m

盛土量 畦畔高1.8m

1.0m 現況高1.5m

W.L.1.0m

水田→造成
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(1)貯留施設の種類 

貯留浸透施設は、貯留施設と浸透施設に分けられるが、このうち貯留施設はその貯留する

雨水の集水域の違いから開発区域外に設置されるオフサイト貯留と開発区域内に設置され

るオンサイト貯留に分かれ（図 6.5.5）、施設構造や利用形態からも表 6.5.1 に示すとおり

いくつかに分類される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.5.5 貯留施設の分類 

出典：増補改訂 流域貯留施設等技術指針（案）(公益社団法人 雨水貯留浸透技術協会) 

雨水流出抑制設計技術基準 佐賀県 

 

 

  

遊水地

多目的遊水地 遊水機能保全施設

治水緑地
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雨水貯留施設

下水道雨水調整池

大規模宅地開発に伴う調整池

流域貯留施設 保水機能保全施設

公共・公益施設用地での貯留

（公園、緑地、校庭、広場貯留等）

集合住宅用地での貯留

戸建て住宅での貯留　（各戸貯留）

オンサイト貯留 （集合住宅の棟間、駐車場、地下貯留等）

防災調節（整）池オフサイト貯留

貯留施設
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表 6.5.1 貯留施設の構造形式による分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：増補改訂 流域貯留施設等技術指針（案）(公益社団法人 雨水貯留浸透技術協会) 

雨水流出抑制設計技術基準 佐賀県 
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(2)貯留施設規模の算定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：増補改訂 流域貯留施設等技術指針（案）(公益社団法人 雨水貯留浸透技術協会) 

雨水流出抑制設計技術基準 佐賀県 

 

対策工事の規模の算定は、次に掲げる式によることを標準とする。 

𝑑𝑉

𝑑𝑡
 = Qin(t)－Qout(t) = (Q(t)－Qp) = Qout(t) 

Q(t) = 
1

360
･𝑓･𝑟(𝑡)･𝐴 

イ 自然放流方式 

[H(t) ≤1.2D]  Qout = C'･𝑎1/2･𝐻(𝑡)3/2 

[1.2D < H(t) < 1.8D] H = 1.2D,H = 1.8D の Qout を直線近似 

H(t) ≥ 1.8D  Qout = C･𝑎√2𝑔(𝐻(𝑡) −
1

2
𝐷) 

ロ ポンプ放流方式 

[Qin(t) ≤ Q0] Qout(t) = Qin 

[Qin(t) > Q0] Qout(t) = Q0 ［常時排水方式の場合］ 

   Qout(t) = 0 ［ポンプ排水方式の場合］ 

 

Qin(t)  ：調整池への流入量(𝑚3
 / s) 

Qout(t) ：調整池からの放流量(𝑚3
 / s) ≤ Q0 （行為前の最大流出雨水量(𝑚3

 /s)） 

Q(t) ：行為区域からの流出雨水量(𝑚3
 / s) 

Qp ：浸透施設による浸透量(𝑚3
 / s) 

Q(t) － Qp ≤ 0のときはQp = Q(t) 

V 調整池の貯留量(𝑚3) 

C,C' 放流孔の流量係数 C = 0.6  C' = 1.8 

a   放流孔の断面積(𝑚2) 

H(t)  調整池の水位(m) 

D  放流孔の径(m) 

t  計算時刻(s) 

f  行為区域の平均流出係数 

r  基準降雨における洪水到達時間内平均降雨強度値(mm/ h) 

A 行為区域の面積(ha) 
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・厳密計算法 

厳密計算法による貯留計算は、流入量と放流量の差を貯留するものとして、調整池の貯留

量を求めるものであり、計算の結果得られた放流量が許容放流量以下であること、最高水位

が仮定した池の高さ以下であることを、水位容量曲線（調整池の形状による）及び放流口の

口径（断面積）を仮定して必要な調整池容量を求めるものである。 

 

 

図 6.5.6 流出雨水量抑制のイメージ 

出典：解説・特定都市河川浸水被害対策法施行に関するガイドライン 

雨水流出抑制設計技術基準 佐賀県 

 

1)自然調節方式の場合 

対策工事の規模（雨水貯留浸透施設の容量）は、放流口の口径と調整池への流入量により

求まり、さらに放流口の口径は行為前の土地利用状況及び行為面積により求まる流出雨水

量の最大値（許容放流量）と調整池の水深、また流入量は行為後の土地利用状況及び行為面

積により一義的に求まる。 

 

図 6.5.7 自然調節方式の概念 

出典：増補改訂 流域貯留施設等の技術指針（案） 

雨水流出抑制設計技術基準 佐賀県 

  

行為による流出
雨水量の増加

対策前 対策後

行為後の流出雨水量

行為前の流出雨水量

流
出
量(

Ｑ)

流
出
量(

Ｑ)

時刻(t) 時刻(t)

対策工事により
行為前の流出雨
水量まで抑制

対策後の流出雨水量

貯留又は
浸透Ｑ1

Ｑ0

Ｑ1

Ｑ0

Ｑout

Ｑin=Ｑ-Ｑp Ｑ=f・r・A

r

Ｑp

H

VD
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2)ポンプ排水方式の場合 

対策工事を地下式等のポンプ排水方式の貯留施設として計画する場合は、行為前の最大

流出量を上回る流出雨水量の全量を貯留する容量を確保する。また貯留施設からの放流量

は自然調節方式と同様に行為前の最大流出量以下である。 

 
図 6.5.8 ポンプ排水方式の概念 

出典：増補改訂 流域貯留施設等の技術指針（案） 

雨水流出抑制設計技術基準 佐賀県 

 

(3)貯留施設の設置 

1)地表面貯留 

地表面貯留施設の設置にあたっては、本来の土地利用に配慮するとともに、貯留時におい

ても、利用者の安全が確保でき、かつ流出抑制効果が期待できる適切な貯留可能量を設定す

るものとする。 

 

＜貯留可能容量＞ 

①貯留限界水深の設定 

雨水浸透阻害行為に伴う貯留施設は、施設本来の利用に著しい支障のない構造規模でな

ければならない。具体的には、貯留に使用する面積および水深に基本的な制約がある。 

この貯留面積および水深の設定の基本的な考え方は下記のとおりである。 

ⅰ貯留可能面積は、本来の利用目的に係る施設の形状、配置により定めるものとする。

例えば学校の場合、屋外運動場の面積がこれに相当する。 

ⅱ貯留限界水深の設定は、貯留時の安全性の確保および施設の土地利用目的等を考

慮した適切な値をとるものとする。 

 

②土地利用目的別の貯留限界水深 

表 6.4.2 は、各土地利用目的ごとの制約条件、利用者の安全性を考慮して定めた標準的施

設の配置条件から貯留限界水深を示したものである。 

なお、貯留限界水深は敷地の地表上に貯留する場合、表 6.4.2 が一般的と考えられるが、

安全対策を別途講ずると共に、維持管理が十分に行われる場合は、その値を増加してもよい。 
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表 6.5.2 貯留限界水深の目安 

土地利用 貯留場所 
貯留可能 

面積率(％) 

貯留限界 

水深(ｍ) 

貯留可能容量

(㎥/s) 

集合住宅 棟間緑地 37 0.3 1,110 

駐車場 駐車ます 84 0.1 840 

小学校 屋外運動場 39 0.3 1,170 

中学校 〃 42 0.3 1,260 

高等学校 〃 31 
0.3 

*0.5 

930 

*1,550 

児童公園 築山等を除く広場 60 0.2 1,200 

近隣・地区公園 運動施設用地広場等 40 
0.3 

*0.5 

1,200 

*2,000 
 

注） 貯留可能面積率＝貯留可能面積／敷地面積 

＊：高等学校、近隣・地区公園の場合は、安全対策を考慮し、貯留水深を 0.5ｍとする場合もある。 

小・中学校および高等学校の貯留可能面積率は、東京都の公立の学校の平均値によるものであ

る。 

出典：増補改訂 流域貯留施設等の技術指針（案） 

雨水流出抑制設計技術基準 佐賀県 

 

・配置計画 

＞集合住宅の棟間の貯留：棟間貯留の貯留限界水深は 0.3m を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

＞駐車場の貯留：駐車場の貯留限界水深は 0.1m を標準とする。 

 

 

 

 

＞公園緑地等の貯留：公園・緑地等の貯留限界水深は 0.2m を標準とする。 

 

 

 

 

出典：増補改訂 流域貯留施設等技術指針（案） 

  



- 67 - 

 

2)地下貯留 

地下貯留施設として、これまでは地下にボックス形状のコンクリート構造物を設けるも

の（地下空間貯留施設）や、砕石・プラスチック等を利用した空隙貯留施設が普及している。 

空隙貯留施設は、地下に空隙に富んだ材料（砕石等）を埋設し、空隙に雨水を貯留するこ

とで、流出抑制や雨水利用に活用されている。同施設は、他の貯留施設と比べて安価で、施

設規模・形状のフレキシビリティが高い長所をもち、校庭貯留において地表面貯留との併用

等の実績を持っている。 
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①地下空間貯留施設 

地下空間貯留施設は、場所打ちコンクリート製やプレキャストコンクリート製等で公園

や建物等の地下に設置する比較的大規模な貯留施設をいう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.5.9  地下空間貯留施設の概念 

出典：増補改訂 流域貯留施設等の技術指針（案） 

雨水流出抑制設計技術基準 佐賀県 

 

②地下空隙貯留施設 

地下空隙貯留施設は、砕石等空隙貯留施設やプラスチック・樹脂製や鋼製を主材料とする

地下貯留施設をいう。なお、地下空隙貯留施設の底面および側面を透水性の構造とし、貯留

と浸透機能を併せもつものもある。 

 

 

図 6.5.10 地下空隙貯留施設の概念 

出典：増補改訂 流域貯留施設等の技術指針（案） 

雨水流出抑制設計技術基準 佐賀県 

  

排水先水路等

排水施設
（ポンプ）

＜敷地内の雨水を対象に流出抑制＞

雨水の流れ

降 雨

建 物

降 雨

建 物
横越流等による分流

河川等

排水施設（ポンプ）

注）洪水終了後に排水

＜河川等の洪水を分流し直接洪水調節＞
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(4)設置にあたっての配慮事項 

1)設置場所周辺の現況調査 

地下空間貯留施設の設置にあたっては、地下水の分断、地盤沈下、上下水道等の埋設物へ

の影響に十分配慮する必要がある。 

特に、地下空間貯留施設の場合には、上部利用を伴うことが多いと考えられることから、

複合・多目的利用にも十分留意することも重要である。 

 

2)雨水の流入方式 

地下空間貯留施設への雨水の流入方式は、敷地内の雨水を集水し地下貯留施設に流し込

む方法と、河川等の洪水を分流し貯留施設に流し込む方法の２種類があるが、本技術基準で

は前者の方法について概念を示すものとする。 

 

図 6.5.11 雨水の流入方式の概念 

出典：増補改訂 流域貯留施設等の技術指針（案） 

雨水流出抑制設計技術基準 佐賀県 

 

3)余裕高 

地下貯留施設の施設容量は計画規模相当の降雨に対しても満水状態とならないよう、次

の事項を考慮して必要容量に１～２割程度の余裕を見込んで計画することが好ましい。 

①対象降雨の違いによる貯留量の変動に対して、カバー率を高く確保できること。 

②流入土砂等の堆積による貯留量減分にある程度対応が可能なこと。 

③当初計画の変更等にある程度対応が可能なこと。 
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4)排水施設 

貯留施設を地下に設置するため、特に地下空間貯留施設では排水方式がポンプ排水とな

る場合が多い。排水施設の計画・設計にあたっては以下の事項について検討する必要がある。 

①ポンプ規模 

ポンプ規模は、敷地内を対象とした地下貯留施設では流域対策量より設定する場合が多

い。 

②ポンプの種類と台数 

一般に地下貯留施設では、設置スペースが小さい、吸水槽等の補助施設が不要等の理由に

より水中ポンプを採用する場合が多い。 

③ポンプの設置位置 

排水先の河川等との取り付け、ポンプの維持管理、搬出入の容易性等を考慮して設定する。 

 

5)排気設備等 

計画規模以上の洪水時に地下貯留施設内に雨水の流入が生じても構造的に支障がないよ

う排気設備（エアー抜き）等の施設について検討する必要がある。 

 

6)地下空隙貯留施設の設置における留意事項 

①空隙率 

地下空隙貯留施設の空隙率は、各製品、材料に応じた部材容積より求めるものとする。一

般に空隙率は砕石では 40％程度、プラスチック製では 90％～95％程度である。 

②土被り 

地下空隙貯留施設の土被りは、対象とする貯留施設の荷重制限、浮力による安定性等を考

慮し、上部の利用形態、周辺地形に応じて適切に定める必要がある。 

また、プラスチック製の地下空隙貯留施設は材質上から、上部の土地利用状況によっては、

必要な離隔を確保する必要がある。 

・植栽に必要な土層厚の確保（根の進入等防止） 

・熱、薬品、ガソリン等の使用からの離隔（熱の伝達、薬品等の進入防止） 

③土砂の進入防止 

一般に地下空隙貯留施設では、流入土砂の排除が困難となるため、雨水流入部に泥だめま

す等の土砂流入防止施設を設置する必要がある。 
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(5)各戸貯留 

一般宅地内に貯留施設を設置する場合は、設置場所の本来の土地利用に影響を与えず、流

出抑制機能の継続が保持でき、将来にわたって良好な維持管理が可能な場所と構造を選定

し、貯留可能容量を設定するものとする。 

 

1)各戸貯留施設の構造形式 

各戸貯留施設は、宅地の庭、車庫、通路等を利用して本来の土地利用形態に影響のない範

囲の雨水を一時的に貯留させるものとし、貯留施設の構造形式を分類すると下表 6.4.3 の

とおりである。 

 

表 6.5.3 各戸貯留施設における構造形式の分類 

 

出典：増補改訂 流域貯留施設等の技術指針（案） 
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2)排水性の確保 

良好な住環境を確保するため、降雨終了後は速やかに全量が排水できるように排水勾配の

確保、底面処理、排水施設の整備等を行うものとする。また、地表面貯留の場合は、日照が

十分に得られる位置に設置し、排水後の水はけ（乾燥）にも留意する。 

 

＜各戸貯留の例＞ 

・事業者による取組の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：雨水利用の推進に関するガイドライン(国土交通省)  
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・住民による取組の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：雨水利用の推進に関するガイドライン(国土交通省)  
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(6)貯留施設と雨水浸透施設の併用施設の水文設計 

対策工事の手法として浸透施設を計画するときのその効果の見込み方は、当該浸透施設

の雨水の浸透能力を流量に換算し、流出雨水量から控除して行う。 

浸透施設を対策工事として見込むときは、浸透施設の能力を評価した上で、これを低減可

能流量に換算し、基準降雨から算定される流出雨水量から控除することにより行う。 

なお、具体的な浸透施設の水文設計方法は、6.2 項を参照すること。 

 

                ■ 貯留施設単独の場合の放流    ■浸透施設と併用の場合の放流 

 

図 6.5.12 浸透施設による湛水時間短縮の効果（概念） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.5.13 貯留施設と浸透施設併用における流出抑制手法の概念 

出典：増補改訂 流域貯留施設等の技術指針（案）  
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(7)構造設計 

1)構造形式 

流域貯留施設等は、施設箇所の地形、地質、土地利用、安全性、維持管理等を総合的に勘

案し、流出抑制機能が効果的に発揮できる構造型式とする。流域貯留施設の設計にあたって

は、本来の利用機能を念頭に、以下の事項を配慮する。 

 

ｱ)貯留浸透施設の敷地の排水性の良・不良は、冠水頻度や、湛水時間ばかりでなく、貯留

敷地の整正状態、排水勾配、土壌自体の浸透性等に左右される。このため、底面の処理

および排水施設は慎重に設計する。 

ｲ)放流施設等の水理施設は、平常時の利用を損なわないよう、また施設が破損されること

がないよう適切な位置、構造とする。 

ｳ)貯留施設等は、集水、排水が円滑となるよう、貯留部の敷高、構造等に配慮し、放流先

となる河川、水路等の流下能力との整合性を図らなければならない。 

 

表 6.5.4 貯留施設の類型化（穴あき型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：増補改訂 流域貯留施設等の技術指針（案） 
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2)構造の安定 

貯留施設の構造型式は、設置場所の状況により種々の型式となるので、その採用する構造

に応じ予想される荷重に対し必要な強度を有するとともに十分な安全性を有しなければな

らない。 

貯留施設は貯留の方法により種々の構造型式となる。 

ｱ)地表面貯留の場合は浅い掘込式となるのが一般的であり、この場合周囲法面は滑り、ま 

たは浸透による破壊を生じないよう処理が必要である。また、ダム式（フィルタイプ均 

一型）となるような場合については、「防災調節池技術基準（案）」または「大規模宅地 

開発に伴う調整池技術基準（案）」（佐賀県、H24.4）に準拠するものとする。 

ｲ)放流施設等の水理施設は、平常時の利用を損なわないよう、また施設が破損されること 

 がないよう適切な位置、構造とする。 

 

3)放流施設の設計 

放流施設等は、開発行為や雨水浸透阻害行為前流出量（以下、「行為前流出量」とする）

を安全に処理できるものとし、次の各号の条件を満す構造とする。 

ｱ)流入部は土砂、塵芥等が直接流出しない配置構造とし、放流孔が閉塞しないように 

考慮しなければならない。 

ｲ)放流施設には、出水時において人為的操作を必要とするゲートルバルブ等の装置 

を設けないことを原則とする。 

ｳ)放流管は行為前流出量に対して、放流孔を除き原則として自由水面を有する流水 

となる構造とする。 

表面貯留施設には、底面芝地等への冠水頻度の減少、排水を速やかにするため側溝等の排

水設備を設けるものとする。 

放流施設は出水時に雨水を調節して放流するための施設である。放流管はできるだけ直

線とし、管長はできるだけ短くする工夫が必要である。 

湾曲させる必要がある場合でも角度はできるだけ小さくし、屈折部には人孔を設けるも

のとする。 

放流施設は、土砂や塵芥等が流入することによって放流能力の低下、放流孔の閉塞あるい

は損傷の生じないような構造とする必要がある。このため放流施設には土砂だめ、ちりよけ

及びスクリーン等を備えたものとする。 
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図 6.5.14 放流施設構造図 

出典：増補改訂 流域貯留施設等の技術指針（案） 

 

なお、放流孔（オリフィス）の最小口径は、ゴミ等による閉塞が起こらないように、原則

的に 0.05ｍとする 

 

①貯留施設形状の計画 

貯留施設の水深および平面形状を設定する手順は次に示すとおりである。 

ｱ)放流先水路の水位 

貯留施設の水深を決定するにあたり、放流先水路の水位

を調査して貯留施設からの放流が自由水面で流下できる

ことを確認する。 

ｲ)貯留施設の水深設定 

放流先水路の水位と貯留施設予定地の地盤高の関係か

ら貯留施設の水深を設定する。 

ｳ)貯留施設の平面形状 

貯留施設の設定水深から必要貯留量を確保するための

平面形状を設定する。 

図 6.5.15 貯留施設形状の計画 

 

 

余裕高

水深 ｈ

背後地の
地盤 調整池

放流先
水路

Vを確保するため

V㎥

ｈ
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②余裕高 

周囲小堤が盛土による貯留構造となる場合、余裕高は余水吐の越流水深（0.1ｍを標準と

する）を加えた高さ以上とする。 

地下貯留施設の施設容量は、流入土砂の堆積等による貯留量減分にある程度対応できる

よう、必要貯留量に１～２割程度の余裕を見込んで計画することが望ましい。 

 

 

③放流施設の計画 

オリフィス敷高からの水深 H により、行為前流出量 Qo を流す口径φあるいは D をオリ

フィスの式および堰の式にて算定する。 

 

図 6.5.16 放流施設の計画 

 

(8)周囲小堤 

流域貯留施設の貯留部の構造は、小堤、または浅い掘込み式とする。 

ｱ)貯留部を形成する周囲小堤等は、平常時の利用に支障のない構造とする。 

流域貯留施設の貯留可能水深は、貯留場所の利用形態により変化するが、一般に 0.3ｍ程

度の浅いものである。このため、貯留部の構造は、土地利用機能、景観、地形等により、盛

土、コンクリート擁壁および石積み形式等となる。 

 

ｲ)貯留部の構造が土構造となる場合は、小堤、および掘込み型式とも法面の勾配は、１：２

を標準とし、天端には 1.0ｍ以上の平場を確保する。この場合、特に法面の安定についての

規定はないが、土質により法面の侵食防止および景観を配慮し、芝張り等により法面処理を

施すものとする。 
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また天端の幅 1.0ｍは、盛土の安定と貯留時の通路機能を配慮したものであるが、植栽を

行う場合は 1.5ｍ以上の幅を確保するものとする。 

 

ｳ)コンクリート擁壁や石積み型式の構造を用いる場合は、安全性、本来機能、景観を考慮す

るとともに、貯留時の通路も別途配慮するものとする。 

 

図 6.5.17 貯留部周囲堤の概念 

出典：増補改訂 流域貯留施設等の技術指針（案） 

 

 

図 6.5.18 周囲小堤としてのコンクリート壁の構造例 

出典：増補改訂 流域貯留施設等の技術指針（案） 
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(9)余水吐と天端高 

周囲小堤が盛土による貯留構造となる場合は、設計降雨時の安全性を配慮し、余水吐を設

けるものとする。余水吐は、自由越流とし、土地利用、周辺の地形を考慮し、安全な構造と

なるよう設定する。 

また、天端高は原則として余水吐越流時の水深を、計画貯留水深に加えた高さ以上とする。 

 

ｱ)設計降雨以上の降雨とは、100 年確率降雨強度の流量を原則とし、合理式によって求める 

ものとする。余水吐の越流水深は 0.1ｍを標準とする。また越流幅は次式によって求めら 

れる。 

 

 

 

ここに、B：余水吐越流幅（ｍ） 

Q：100 年確率降雨強度（洪水到達時間 10 分）の流量（㎥/s） 

H：越流水深（ｍ） 

C：流量係数（=1.8） 

余水吐は越流部を１ヶ所に集中放流することによる下流部の被害が予想される場合は数

カ所に分散配置あるいは 0.1ｍ未満の浅い越流水深による全面越流的な構造とすることが

望ましい。 

余水吐は、単独の施設として設けるほかに、他の施設と併用すると施設の安全上、美観上、

建設費からも効率的である。例えば、グラウンドタイプなら、校門、体育施設ならば、施設

の入り口との併用である。 

公園等にあたっては、出入口を利用することも考えられる。ただし完全掘込み式の場合に

は原則として余水吐は設けないものとする。 

 

ｲ)周囲小堤等の天端高は、計画降雨による計画貯留水深に余水吐の越流水深を加えた高さ 

以上とする。ただし、この値が貯留限界水深以下となる場合は、貯留限界水深に相当する 

水位を天端高とするものとする。 

 

 

 

 

 

 

図 6.5.19 余水吐と小堤天端高 

出典：増補改訂 流域貯留施設等の技術指針（案） 
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7 重点地区について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

レベル 1 畦畔高 0.3m 分の容量を確保する（必須） 

レベル 2 上記＋道路高までの容量を確保する 

レベル 3 上記＋道路高から更に造成する分の容量を

確保する 
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①面積要件による分類 

面積 １ 地質の変化 ２ 緑地などの減少 ３ 地形の変化 

対応 貯留浸透 ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ 
ﾈｲﾁｬｰﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ 

貯留（遊水機能確保） 

1000m2～ 

3000m2 
貯留浸透施設による表面流出量

のピークカット 
緑地 10％確保(条例) 畦畔高（30cm）の容量

確保 

3000m2～ 

10,000m2 
浸透施設によるベースカット

5mm/hr以上 
上記に加え地域植生を

活用した公園、雨庭等 
上記＋畦畔高から道路

高までの容量確保 

10,000m2 

以上 
浸透施設によるベースカット

10mm/hr以上 
上記に加えﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ等で

の生態系の創出・再生 
上記＋道路高から更に

造成する分の容量確保 

 

②重点地区のエリア分類 

エリア １ 地質の変化 ２ 緑地などの減少 ３ 地形の変化 

対応 貯留浸透 ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ 
ﾈｲﾁｬｰﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ 

貯留（遊水機能確保） 

エリア 1 

(基本条件) 

貯留浸透施設による表面流出量

のピークカット 
緑地 10％確保(条例) 畦畔高（30cm）の容量

確保 

エリア 2 浸透施設によるベースカット

5mm/hr以上 
上記に加え地域植生を

活用した公園、雨庭等 
上記＋畦畔高から道路

高までの容量確保 

エリア 3 浸透施設によるベースカット

10mm/hr以上 
上記に加えﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ等で

の生態系の創出・再生 
上記＋道路高から更に

造成する分の容量確保 
※①と②で周辺環境への影響をみて効果が高い方を採用すること 

※小さな開発を要件緩和して容認すると、結局小さな開発が進み、周囲へ溢水する 

※レベル１～３が基本的にエリア１～３に対応する。状況により浸水が危惧される場合

は、エリア１についても、レベル２以上を求める場合もある。 
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重点地区（開発により内水氾濫が危惧される流域の農地）（水色が農用地区域）

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①沖鶴排水機場（大畑川） 

（松ノ元１号、２号排水樋管） 

②浜玉排水機場（牟田川） 

③鏡排水機場（北牟田川） 

① 

③ 
② 
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①沖鶴排水機場（大畑川）、松ノ元１号排水樋管、２号排水樋管流域 
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②浜玉排水機場（牟田川）流域 
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③鏡排水機場（北牟田川）流域 
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8 申請・協議の流れと申請書類 

 唐津市内の土地において、雨水流出の増加や既存環境の改変を伴う開発行為、雨水浸透阻

害行為を一定規模以上で行う場合には、唐津市開発行為指導要綱に応じて、唐津市都市計画

課に申請・協議を行い、唐津市長の許可を受けなければならない。 

 

＜提出書類＞ 

 ・開発行為協議書（第 1号様式）一式 

＜添付書類＞ 

 ・開発区域位置図 

 ・不動産登記法（平成 16 年法律第 123 号）第 14 条第 1項の地図（公図）の写し 

 ・求積図 

 ・開発区域登記事項証明書（写し可） 

 ・現況図 

 ・土地利用計画図 

 ・造成計画平面図 

 ・排水、給水施設計画図 

 ・断面図 

 ・構造図 

 ・雨水排水計算書（追加予定） 

 ・調整池システム算定結果一式 
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第２号様式（第５条関係） 

雨水貯留浸透計画協議書（案） 

年  月  日 

 唐津市長 様 

                 事業者 住 所 

                     氏 名 

 唐津市開発行為指導要綱第５条第１項の規定により、次のとおり雨水貯留浸透

計画（雨水貯留浸透計画の変更）の協議をします。 

開

発

行

為

の

概

要 

開発区域の地番   

開発区域の面積 平方メートル 

予定建築物の用途   

工事施工者 
住所   

氏名  

工事の期間 
着工 

予定 

年  月  日 成工 

予定 
年  月  日 

自己の居住又は業 

務の用に供するも 

のか否かの別 

 

帰属予定の公共・ 

公益施設 
 

その他必要な事項  

添付書類 

・調整池容量計算システム（国交省公開）により算出された資料一式 

・遊水地やグリーンインフラなどの計画図一式 

・法第３０条第１項に定める申請書及び関係書類の写し（都市計画区域内における

開発面積が３，０００平方メートル以上の開発行為の場合、または都市計画区域外

における１０，０００平方メートル以上の開発行為の場合） 

記載事項要検討 
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・添付する資料は調整池計算システムの許可申請図書の作成をクリックすると 1～3のエク

セルが保存されるので、黄色ヶ所は記入して申請、協議を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

黄色のケ所は入力すること 
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黄色ヶ所は計算書から入力すること 
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9 初期段階での運用について 

 初期段階での運用については次のとおりとする。実行性を高めるため、導入時には、最低

限の基準とする。今後、浸水の状況をみながら、強化することも検討する。 

①重点区域以外における分類（初期導入段階での運用） 

面積 １ 地質の変化 ２ 緑地などの減少 ３ 地形の変化 

対応 貯留浸透 ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ 
ﾈｲﾁｬｰﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ 

貯留（遊水機能確保） 

1000m2～ 

3000m2 
－ 緑地 10％確保(条例) 

ただし分譲区域以外 

― 

3000m2～ 

10,000m2 
貯留浸透施設による表面流出量

のピークカット 
緑地 10％確保(条例) 

ただし分譲区域以外 
― 

10,000m2 

以上 
貯留浸透施設による表面流出量

のピークカット 
緑地 10％確保(条例) 

ただし分譲区域以外 
面積×(0.1～0.3)以上の

遊水地確保(浸水区域) 

②重点区域における面積要件による分類（初期導入段階での運用） 

面積 １ 地質の変化 ２ 緑地などの減少 ３ 地形の変化 

対応 貯留浸透 ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ 
ﾈｲﾁｬｰﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ 

貯留（遊水機能確保） 

1000m2～ 

3000m2 
貯留浸透施設による表面流出量

のピークカット 

緑地 10％確保(条例) 

ただし、分譲区域外 
― 

3000m2～ 

10,000m2 
浸透施設によるベースカット

5mm/hr以上 
上記に加えて水辺周辺の

環境や生態系の保全 
面積×(0.1～0.3)以上の

遊水地確保 

10,000m2 

以上 
浸透施設によるベースカット

5mm/hr以上 
上記に加えて水辺周辺の

環境や生態系の保全 
面積×(0.1～0.3)以上の

遊水地確保 

③重点地区のエリア分類（初期導入段階での運用） 

エリア １ 地質の変化 ２ 緑地などの減少 ３ 地形の変化 

対応 貯留浸透 ｸﾞﾘｰﾝｲﾝﾌﾗ 
ﾈｲﾁｬｰﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ 

貯留（遊水機能確保） 

エリア 1 

(基本条件) 

貯留浸透施設による表面流出量

のピークカット 
緑地 10％確保(条例) 

ただし分譲区域以外 
― 

エリア 2 浸透施設によるベースカット

5mm/hr以上 
上記に加えて水辺周辺の

環境や生態系の保全 
面積×(0.1～0.3)以上の

遊水地確保 

エリア 3 浸透施設によるベースカット

5mm/hr以上 
上記に加えて水辺周辺の

環境や生態系の保全 
面積×(0.1～0.3)以上の

遊水地確保 
２と３のグリーンインフラと遊水地を組み合わせることで実効性と効果を高める 
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なお、盛土等により開発前後で標高毎の湛水容量が変化することを考慮すると、「３ 地

形の変化」における畦畔高（30cm）の容量確保の方法として下表⑤に示されるような横越

流方式の貯留施設が推奨される。 

表 9.1 貯留施設の類型化（穴空き型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：増補改訂 流域貯留施設等の技術指針（案） 
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（参考）北牟田川流域、牟田川流域の標高による浸水想定図 

 

 

 

浜玉排水機場 

牟田川 

鏡排水機場 

北牟田川 

横田下 

浜崎 

松南町 

田中 

虹町 
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（参考）牟田川流域浸水想定図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

牟田川 
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（参考）牟田川流域雨水排水メカニズム 
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（参考）中原～久里地区浸水想定図 
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（参考）参照基準 
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（参考）住民用概要説明資料 
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（参考）佐賀県による研修資料の一部 
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（参考）調整池容量計算システムについて 

https://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/kasen/chouseichi/index.html 

 

https://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/kasen/chouseichi/index.html

